
２
２０２３

No.
６
９
３

村の木：シラカバ 村の花：ムラサキヤシオ

AKAIGAWA

広　報

人と自然が育む美しい村

～やすらぎと潤いのふるさとをめざして～

赤井川村成人式／2023年1月8日

02 	議会だより 
09 	健康支援センターだより ４月がん検診のお知らせ・ゆっくり運動が始まります！ ほか
10 	トピックス 赤井川村社会福祉協議会が全国表彰受賞・赤井川村創生総合戦略検証委員会の開催 ほか
11 	スポーツニュース 各種大会の結果
12 	むらの事件簿 令和５年赤井川消防団出初式・余市警察署だより 詐欺電話シャットアウトセミナー開催 ほか
13 	お知らせ伝言板 確定申告・住民税の申告受付・物価高騰対策支援給付金の申請を受付中 ほか
20 	赤井川村写真館・編集後記 
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令
和
４
年
10
月
か
ら
12
月
ま

で
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
定
例
議

会
及
び
臨
時
議
会
の
審
議
内

容
・
一
般
質
問
等
を
要
約
し
て

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～

定

例

会

報

告

◎
令
和
４
年
第
４
回
定
例
会

　
（
12
月
13
日
～
14
日
開
催
）

【
村
長
行
政
報
告
】

〇
ふ
る
さ
と
納
税
の
状
況
に
つ

　

い
て

〇
令
和
４
年
度
赤
井
川
村
ふ
る

　

さ
と
納
税
事
業
及
び
公
共
観

　

光
施
設
を
核
と
し
た
関
係
人

　

口
構
築
業
務
の
中
間
報
告
に

　

つ
い
て

〇
温
泉
熱
（
カ
ル
デ
ラ
温
泉
）

　

新
規
掘
削
及
び
公
共
施
設
エ

　

ネ
ル
ギ
ー
転
換
設
備
等
導
入

　

実
施
設
計
業
務
の
進
捗
状
況

　

に
つ
い
て

〇
令
和
４
年
９
月
１
日
以
降
工

　

事
等
発
注
状
況
に
つ
い
て

決
算
特
別
委
員
会
報
告

　

付
託
を
受
け
た
次
の
６
件
に

つ
い
て
審
査
の
結
果
、
原
案
の

と
お
り
認
定
し
ま
し
た
。

・
令
和
３
年
度
赤
井
川
村
一
般

　

会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

　

に
つ
い
て

・
令
和
３
年
度
赤
井
川
村
後
期

　

高
齢
者
医
療
特
別
会
計
歳
入

　

歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

・
令
和
３
年
度
赤
井
川
村
国
民

　

健
康
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳

　

出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

・
令
和
３
年
度
赤
井
川
村
介
護

　

保
険
サ
ー
ビ
ス
事
業
特
別
会

　

計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に

　

つ
い
て

・
令
和
３
年
度
赤
井
川
村
簡
易

　

水
道
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳

　

出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

・
令
和
３
年
度
赤
井
川
村
下
水

　

道
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出

　

決
算
の
認
定
に
つ
い
て

【
審
議
結
果
】

※
議
長
は
採
決
に
加
わ
り
ま
せ
ん
。

○
条
例
案

・
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

　

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案

　

に
つ
い
て

全
員
賛
成
で
原
案
可
決

・
特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の
も

　

の
の
給
与
及
び
旅
費
に
関
す

　

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

　

条
例
案
に
つ
い
て

賛
成　

連
、
曽
根
、
川
人
、
湯

　
　
　

澤
、
山
口　
　
　

５
人

反
対　

能
登　
　
　
　
　

１
人

原
案
可
決

・
教
育
委
員
会
教
育
長
の
給
与

　

及
び
旅
費
に
関
す
る
条
例
の

　

一
部
を
改
正
す
る
条
例
案
に

　

つ
い
て

賛
成　

連
、
曽
根
、
川
人
、
湯

　
　
　

澤
、
山
口　
　
　

５
人

反
対　

能
登　
　
　
　
　

１
人

原
案
可
決

・
議
会
の
議
員
の
議
員
報
酬
及

　

び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条

　

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

案
に
つ
い
て

賛
成　

連
、
曽
根
、
川
人
、
湯

　
　
　

澤
、
山
口　
　
　

５
人

反
対　

能
登　
　
　
　
　

１
人

原
案
可
決

・
職
員
の
定
年
に
関
す
る
条
例

　

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案

　

に
つ
い
て

全
員
賛
成
で
原
案
可
決

・
地
方
公
務
員
法
の
一
部
を
改

　

正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う

　

関
係
条
例
の
整
備
に
関
す
る

　

条
例
案
に
つ
い
て

全
員
賛
成
で
原
案
可
決

・
赤
井
川
村
山
村
活
性
化
支
援

　

セ
ン
タ
ー
設
置
条
例
の
一
部

　

を
改
正
す
る
条
例
案
に
つ
い

　

て

全
員
賛
成
で
原
案
可
決

○
諮
問
案

・
人
権
擁
護
委
員

　

大
西　

敏
典
さ
ん　
（
再
任
）

　
（
任
期　

３
年
間

　
　

令
和
５
年
４
月
１
日
～

令
和
８
年
３
月
31
日
）

適　

任

○
意
見
書
案

　

意
見
書
案
が
１
件
提
出
可
決

　

の
上
、
議
長
名
に
よ
り
関
係

　

省
庁
な
ど
に
提
出
い
た
し
ま

　

し
た
。

・
国
土
強
靱
化
に
資
す
る
社
会

　

資
本
整
備
等
に
関
す
る
意
見

　

書

　

提
出
者　

連　
　
　

茂

　

賛
成
者　

曽
根　

敏
明

○
補
正
予
算
案

・
令
和
４
年
度
一
般
会
計
補
正

　

予
算
（
第
９
号
）

賛
成　

連
、
曽
根
、
川
人
、
湯

　
　
　

澤
、
山
口　
　
　

５
人

反
対　

能
登　
　
　
　
　

１
人

原
案
可
決

◇
条
例
案
３
件
、
補
正
予
算
案

　

１
件
に
つ
い
て
の
反
対
討
論

反
対　

能
登

　
　

財
政
健
全
化
ア
ク
シ
ョ
ン

　

プ
ラ
ン
が
公
布
さ
れ
、
村
政

　

懇
談
会
等
の
場
で
も
財
政
の

　

厳
し
さ
が
強
調
さ
れ
て
い
ま

　

す
。
そ
の
中
で
財
政
に
責
任

　

あ
る
立
場
の
特
別
職
や
議
会

　

議
員
の
手
当
を
増
額
す
る
こ

　

と
は
、
財
政
健
全
化
へ
の
本

　

気
度
が
問
わ
れ
る
と
懸
念
し

　

ま
す
。

賛
成　

発
言
議
員
は
い
ま
せ
ん

　

で
し
た
。

・
令
和
４
年
度
赤
井
川
村
後
期

　

高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正

　

予
算
（
第
１
号
）

全
員
賛
成
で
原
案
可
決

・
令
和
４
年
度
赤
井
川
村
国
民

　

健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予

　

算
（
第
１
号
）

全
員
賛
成
で
原
案
可
決

・
令
和
４
年
度
簡
易
水
道
事
業

　

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３

　

号
）

全
員
賛
成
で
原
案
可
決

・
令
和
４
年
度
下
水
道
事
業
特

　

別
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

全
員
賛
成
で
原
案
可
決

補
正
予
算
の
主
な
内
容

［
歳
入
］

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

　

症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付

　

金
（
増
額
）１

０
１
万
２
千
円

・
農
業
経
営
高
度
化
支
援
事
業

　

道
補
助
金
（
新
規
）

１
９
６
万
４
千
円

［
歳
出
］

・
後
期
高
齢
者
医
療
費
負
担
金

　

等
（
減
額
）

△
６
７
７
万
８
千
円

・
環
境
保
全
型
農
業
直
接
支
援

　

対
策
交
付
金
（
増
額
）

５
９
万
１
千
円

・
下
水
道
特
別
会
計
公
営
企
業

　

会
計
シ
ス
テ
ム
導
入
業
務

議
会
だ
よ
り
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 議会だより

　
（
新
規
）

４
６
４
万
円

・
簡
易
水
道
特
別
会
計
公
営
企

　

業
会
計
シ
ス
テ
ム
導
入
業
務

　
（
新
規
）

６
９
６
万
円

予
算
特
別
委
員
会
報
告

　

付
託
を
受
け
た
次
の
９
件
に

つ
い
て
審
査
の
結
果
、
原
案
の

と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

・
特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の
も

　

の
の
給
与
及
び
旅
費
に
関
す

　

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

　

条
例
案
に
つ
い
て

・
教
育
委
員
会
教
育
長
の
給
与

　

及
び
旅
費
に
関
す
る
条
例
の

　

一
部
を
改
正
す
る
条
例
案
に

　

つ
い
て

・
議
会
の
議
員
の
議
員
報
酬
及

　

び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条

　

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

案
に
つ
い
て

・
赤
井
川
村
山
村
活
性
化
支
援

　

セ
ン
タ
ー
設
置
条
例
の
一
部

　

を
改
正
す
る
条
例
案
に
つ
い

　

て
・
令
和
４
年
度
一
般
会
計
補
正

　

予
算
（
第
９
号
）

・
令
和
４
年
度
赤
井
川
村
後
期

　

高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正

　

予
算
（
第
１
号
）

・
令
和
４
年
度
赤
井
川
村
国
民

　

健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予

　

算
（
第
１
号
）

・
令
和
４
年
度
赤
井
川
村
簡
易

　

水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予

　

算
（
第
３
号
）

・
令
和
４
年
度
赤
井
川
村
下
水

　

道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

　
（
第
３
号
）

総
務
開
発
常
任
委
員
会
報
告

　

付
託
を
受
け
た
次
の
２
件
に

つ
い
て
審
査
の
結
果
、
原
案
の

と
お
り
採
択
と
報
告
さ
れ
ま
し

た
。

◎
採
択

・
国
土
強
靱
化
に
資
す
る
社
会

　

資
本
整
備
等
に
関
す
る
意
見

　

書
に
つ
い
て

・
忠
魂
碑
の
補
修
に
係
る
要
望

　

書
に
つ
い
て

一 

般 
質 
問 
と 

答 

弁

　

議
会
だ
よ
り
の
一
般
質
問
は
、

質
問
者
・
答
弁
者
が
自
ら
要
約

し
て
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
過
去
の
一
般
質
問
と

答
弁
の
全
文
は
、
村
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
会
議
録
に
掲
載
し
て

お
り
ま
す
。

◆
連　

茂　

議
員
◆

質
問
１
【
赤
井
川
へ
き
地
保

　
　
　
　

育
所
１
歳
児
保
育

　
　
　
　

導
入
に
つ
い
て
】

◇
保
育
所
の
１
歳
児
保
育
の

　

必
要
性
に
つ
い
て

　

11
月
の
議
会
協
議
会
で
も

質
問
し
ま
し
た
が
、
１
歳
児

保
育
の
具
体
的
な
必
要
性
を

調
査
さ
れ
て
い
る
の
か
？
更

に
、
今
後
の
利
用
者
の
見
通

し
を
ど
の
よ
う
に
予
測
さ
れ

て
い
る
の
か
お
伝
え
く
だ
さ

い
。

◇
受
入
体
制
に
つ
い
て

　

１
歳
児
保
育
に
つ
い
て
専

門
家
の
意
見
と
し
て
、
１
歳

児
は
自
我
の
塊
で
保
育
の
枠

に
は
め
て
過
度
に
成
長
を
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
へ
警

鐘
を
鳴
ら
す
人
も
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
状
況
下
、
ベ

テ
ラ
ン
保
育
士
を
１
歳
児
保

育
の
担
当
に
あ
て
、
そ
れ
を

補
う
為
に
２
名
の
求
人
（
う

ち
ひ
と
り
は
協
力
隊
で
行
い

た
い
）
と
い
う
の
は
拙
速
の

よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　

長
期
的
観
点
か
ら
言
え
ば
、

し
っ
か
り
と
し
た
保
育
の
基

盤
を
作
り
、
安
心
し
て
１
歳

児
を
預
け
ら
れ
る
体
制
を
築

く
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
が
い

か
が
で
し
ょ
う
か
？

◇
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て

　

実
際
に
１
歳
児
を
受
け
入

れ
る
体
制
が
で
き
て
い
る
か

と
言
え
ば
、
安
全
面
だ
け
見

て
も
問
題
が
あ
る
と
感
じ
て

い
ま
す
。

　

境
界
が
な
く
車
が
敷
地
内

に
簡
単
に
乗
り
入
れ
で
き
て
、

不
審
者
も
簡
単
に
施
設
内
に

立
ち
入
る
こ
と
が
で
き
る
の

に
施
設
内
外
に
防
犯
カ
メ
ラ

が
な
い
。
統
括
し
て
施
設
を

管
理
す
る
も
の
が
い
な
い
為
、

グ
ラ
ン
ド
が
雑
草
で
覆
わ
れ
、

利
用
で
き
な
い
な
ど
と
い
っ

た
こ
と
も
お
き
ま
し
た
。

　

少
し
前
ま
で
な
ら
「
こ
ど

も
を
預
か
っ
て
も
ら
え
る
だ

け
で
も
イ
イ
や
」
と
考
え
る

親
も
い
た
と
思
い
ま
す
が
通

園
バ
ス
の
置
き
去
り
、
保
育

士
の
虐
待
、（
少
し
状
況
は

違
い
ま
す
が
）
色
々
と
保
育

の
現
場
で
問
題
の
多
い
中
、

１
歳
児
保
育
を
受
け
入
れ
る

前
に
安
全
性
や
施
設
の
機
能

性
を
高
め
る
こ
と
の
方
が
先

で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

　

現
場
の
声
や
専
門
的
な
知

識
を
持
っ
た
方
の
意
見
な
ど

も
聞
い
て
お
ら
れ
る
と
思
い

ま
す
が
、
今
後
ど
の
よ
う
な

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
感
を
持
っ
て

進
め
て
い
こ
う
と
し
て
い
る

の
か
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

答
弁　

馬
場
村
長

　

連
議
員
か
ら
ご
質
問
を
い
た

だ
い
て
い
る
赤
井
川
へ
き
地
保

育
所
で
の
１
歳
児
保
育
導
入
に

係
る
案
件
で
す
が
、
こ
の
件
に

つ
い
て
は
既
に
私
ど
も
か
ら
議

会
側
に
お
願
い
し
、
特
別
委
員

会
で
議
論
を
行
う
こ
と
と
な
っ

て
い
る
案
件
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

こ
の
場
で
の
答
弁
は
控
え
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

質
問
２
【
赤
井
川
で
の
学
校

　
　
　
　

教
育
に
つ
い
て
】

◇
学
校
に
行
け
な
い
生
徒
が
増

　

え
て
い
る
現
状
に
つ
い
て

　

赤
井
川
村
の
小
中
学
校
の

実
情
と
不
登
校
の
原
因
（
傾

向
は
あ
る
の
か
）、
更
に
は

学
校
に
行
け
な
い
生
徒
に
対

す
る
対
応
な
ど
、
現
状
を
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

◇
中
学
生
の
部
活
動
の
問
題

　

に
つ
い
て

　

２
０
２
３
年
度
か
ら
部
活

動
の
「
地
域
移
行
」
が
始
ま

る
と
ス
ポ
ー
ツ
庁
か
ら
示
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
赤
井
川
中
学
の
部

活
動
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
く
か
不
安
を
感
じ
て
い
る

親
も
い
る
よ
う
で
、
来
年
度

以
降
の
赤
井
川
中
学
校
の
部

活
動
に
つ
い
て
、
更
に
は
、

地
域
移
行
に
伴
う
担
い
手
不

足
の
対
策
な
ど
、
現
状
で
示

せ
る
方
向
性
を
お
伝
え
く
だ

さ
い
。

◇
高
１
ギ
ャ
ッ
プ
・
高
１
ク

　

ラ
イ
シ
ス
（
※
危
機
・
難

　

局
）
に
つ
い
て

　

中
学
校
卒
業
後
、
高
校
や

社
会
で
の
適
応
に
つ
い
て
把

握
さ
れ
て
い
る
で
し
ょ
う
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 議会だより

か
？

　

義
務
教
育
に
し
て
も
長
期

的
な
人
間
の
成
長
を
目
的
と

し
て
い
る
は
ず
で
す
。

　

そ
れ
ら
を
図
る
た
め
に
も

継
続
的
な
リ
サ
ー
チ
が
必
要

で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
が
、

ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
さ

れ
て
い
る
か
お
伝
え
く
だ
さ

い
。

◇
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
研
修
事

　

業
の
価
値
に
つ
い
て

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
で
一
時
中
断
し

て
い
る
研
修
事
業
で
す
が
、

今
後
、
再
開
・
継
続
す
る
上

で
行
政
の
思
い
を
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

◇
学
校
統
合
の
問
題
に
つ
い
て

　

２
年
前
の
一
般
質
問
で
学

校
統
合
に
つ
い
て
教
育
長
に

お
尋
ね
し
ま
し
た
。
そ
の
際
、

「
令
和
６
年
度
に
施
設
隣
接

型
・
分
離
型
と
い
う
一
貫
校

を
現
在
検
討
し
て
い
る
。
学

校
運
営
協
議
会
も
、
村
内
３

校
に
つ
い
て
１
つ
の
学
校
運

営
協
議
会
と
し
て
設
置
し
教

育
の
円
滑
な
接
続
に
資
す
る

と
と
も
に
、
一
貫
校
へ
の
基

盤
づ
く
り
に
つ
な
げ
て
い
き

た
い
」
と
ご
説
明
を
い
た
だ

き
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
ど

の
よ
う
な
検
討
が
進
み
、
ど

の
よ
う
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
感

で
協
議
が
さ
れ
て
い
く
の
か

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

答
弁　

根
井
教
育
長

◇
学
校
に
行
け
な
い
生
徒
が
増

　

え
て
い
る
現
状
に
つ
い
て

　

本
年
９
月
予
算
特
別
委
員
会

に
お
い
て
同
様
の
お
尋
ね
が
あ

り
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
等
か
ら
中

学
校
で
の
不
登
校
傾
向
が
10
％

で
あ
り
、
概
要
に
つ
い
て
も
お

伝
え
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
た
と

こ
ろ
で
し
た
が
、「
児
童
生
徒

の
欠
席
に
対
す
る
対
応
状
況
に

関
す
る
調
査
」
に
よ
り
報
告
し

て
い
る
本
村
の
不
登
校
児
童
生

徒
数
は
、
現
在
２
％
と
な
っ
て

お
り
、
減
っ
て
お
り
ま
す
。

　

対
応
と
し
て
は
、
担
任
・
養

護
教
諭
、
専
門
機
関
に
よ
る
相

談
指
導
、
家
庭
訪
問
、
学
習
プ

リ
ン
ト
や
教
材
提
供
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

同
時
双
方
向
授
業
配
信
が
そ

の
主
た
る
も
の
で
す
が
、
児
童

生
徒
の
状
況
に
よ
り
、
個
別
の

対
応
を
と
っ
て
い
ま
す
。
長
期

欠
席
児
童
生
徒
や
そ
の
保
護
者
、

希
望
者
に
つ
い
て
は
ス
ク
ー
ル

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
ス
ク
ー
ル
ソ

ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
に
よ
る
継

続
的
指
導
・
助
言
も
行
っ
て
い

ま
す
。

◇
中
学
生
の
部
活
動
の
問
題
に

　

つ
い
て

　

部
活
動
の
地
域
移
行
は
、
こ

れ
ま
で
生
徒
が
学
校
で
顧
問
の

先
生
の
指
導
を
受
け
て
行
わ
れ

て
き
た
部
活
動
を
、「
休
日
」

に
つ
い
て
は
地
域
の
指
導
者
に

委
ね
て
い
こ
う
と
い
う
取
組
で

あ
り
、
具
体
的
に
は
来
年
度
か

ら
段
階
的
に
始
め
、
３
年
間
で

完
全
な
移
行
を
め
ざ
す
と
い
う

も
の
で
す
。

　

赤
井
川
中
学
校
の
部
活
動
は

外
部
指
導
者
に
よ
る
指
導
実
績

の
積
み
重
ね
が
既
に
あ
る
と
こ

ろ
で
す
が
、
具
体
的
な
方
法
と

し
て
は
、「
休
日
」
に
学
校
に

外
部
の
指
導
者
に
来
て
も
ら
う
、

生
徒
が
地
域
の
運
動
施
設
な
ど

に
出
向
い
て
外
部
の
指
導
者
か

ら
指
導
を
受
け
る
、
複
数
校
が

連
携
し
て
実
施
す
る
等
の
こ
と

が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

専
門
的
な
知
識
や
技
量
、
指

導
経
験
が
あ
り
、
地
域
で
の
ス

ポ
ー
ツ
指
導
を
強
く
希
望
す
る

公
立
学
校
教
師
等
の
公
務
員
に

つ
い
て
は
、
兼
職
兼
業
の
許
可

を
得
る
こ
と
に
よ
り
地
域
で
ス

ポ
ー
ツ
指
導
が
で
き
る
よ
う
に

す
る
こ
と
も
可
能
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

今
後
は
、
こ
れ
か
ら
示
さ
れ

る
国
や
道
の
計
画
・
方
針
と
合

わ
せ
検
討
を
図
り
、
本
村
の
実

態
に
合
わ
せ
た
生
徒
に
と
っ
て

望
ま
し
い
方
策
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

◇
高
１
ギ
ャ
ッ
プ
・
高
１
ク
ラ

　

イ
シ
ス
に
つ
い
て

　

把
握
方
法
と
し
て
は
、
教
育

委
員
会
所
管
の
各
委
員
会
、
学

校
運
営
協
議
会
、
進
学
先
の
高

校
の
担
当
者
を
招
い
て
行
う
生

活
指
導
連
絡
協
議
会
等
、
情
報

交
流
・
把
握
場
面
は
多
岐
に
わ

た
っ
て
い
ま
す
。
本
村
の
高
校

生
に
関
し
て
は
、
現
在
「
就
学

支
援
助
成
制
度
」
に
よ
り
す
べ

て
該
当
者
の
在
学
を
確
認
し
て

い
ま
す
。

　

高
１
ク
ラ
イ
シ
ス
を
引
き
起

こ
す
要
因
は
様
々
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
適
切
な
進
路
指
導

が
求
め
ら
れ
る
こ
と
は
言
う
ま

で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の
た

め
日
常
的
に
は
子
ど
も
た
ち
の

主
体
性
の
育
成
や
計
画
的
な
キ

ャ
リ
ア
教
育
も
行
わ
れ
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
、
現
在
で
は
キ

ャ
リ
ア
パ
ス
ポ
ー
ト
の
有
効
な

活
用
も
図
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
を
乗
り
切
る

基
盤
に
あ
る
の
が
何
よ
り
も
ま

ず
規
則
正
し
い
生
活
だ
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
不
用
意
な
遅
刻
、

欠
席
は
登
校
へ
の
意
欲
を
削

い
で
い
き
ま
す
。
こ
こ
に
く
じ

け
る
と
先
に
進
み
づ
ら
く
な
り
、

適
応
障
害
を
起
こ
す
わ
け
で
す

が
、
こ
の
力
が
身
に
付
い
て
い

る
か
ど
う
か
は
高
校
入
学
以
前

か
ら
の
問
題
で
あ
り
、
し
た
が

っ
て
、
小
学
校
時
か
ら
の
家
庭

と
連
携
し
た
基
本
的
な
生
活
習

慣
の
定
着
が
大
切
で
あ
り
、
そ

の
指
導
の
充
実
を
図
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

◇
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
研
修
事
業

　

の
価
値
に
つ
い
て

　

本
事
業
は
、
保
育
所
か
ら
の

英
語
と
触
れ
合
う
時
間
や
９
年

間
の
教
育
大
学
札
幌
校
留
学
生

と
の
交
流
等
他
の
国
際
交
流
推

進
事
業
と
合
わ
せ
経
て
、
人

権
や
個
性
、
平
和
の
尊
重
、
異

文
化
理
解
、
語
学
力
・
表
現
力
、

国
際
協
調
等
の
伸
長
を
目
指
し

て
い
る
も
の
で
、
そ
の
集
大
成

と
し
て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
ス
ト

ラ
ス
モ
ア
校
で
交
流
活
動
を
行

う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

お
尋
ね
の
「
赤
井
川
村
で
の

学
校
教
育
」
と
い
う
視
点
で
言

え
ば
、
本
事
業
は
社
会
教
育
事

業
で
は
あ
り
ま
す
が
、
学
校
と

の
関
連
で
は
学
社
連
携
・
融
合

事
業
と
し
て
教
科
英
語
科
、
道

徳
科
等
の
中
に
位
置
付
け
て
教

育
課
程
を
編
成
し
て
学
習
が
構

成
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

効
果
的
な
指
導
を
目
指
し
、
両

者
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
事
業
で

あ
り
ま
す
。

　

社
会
教
育
事
業
で
は
あ
り
な

が
ら
も
系
統
的
・
発
展
的
な
事

業
で
あ
り
、
そ
の
計
画
性
や
積

み
上
げ
に
つ
い
て
他
町
村
か
ら

も
大
変
高
い
評
価
を
受
け
て
い

る
と
こ
ろ
で
も
あ
り
ま
す
。
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検
証
評
価
活
動
は
各
校
や
地

域
代
表
か
ら
構
成
さ
れ
る
国
際

交
流
推
進
委
員
会
に
よ
る
会
議

を
経
た
社
会
教
育
委
員
会
議
に

よ
る
一
次
評
価
、
教
育
委
員
に

よ
る
二
次
評
価
を
踏
ま
え
た
点

検
評
価
報
告
書
に
よ
っ
て
行
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
語
学
力
に
つ
い
て
も

３
級
合
格
者
が
増
え
、
昨
年
は

準
２
級
に
挑
戦
す
る
生
徒
が
２

名
出
る
な
ど
、
着
実
に
本
村
の

語
学
力
も
向
上
し
て
い
る
も

の
で
あ
り
、
こ
れ
が
本
村
小
中

連
携
教
育
の
柱
の
一
つ
と
な
り
、

全
国
学
力
学
習
状
況
調
査
で
は
、

後
志
で
は
赤
井
川
の
み
の
、
全

教
科
の
全
道
・
全
国
、
更
に
今

年
の
中
学
校
は
秋
田
県
を
も
超

す
学
力
を
本
村
児
童
・
生
徒
が

つ
け
る
核
と
な
っ
て
い
る
も
の

で
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
結
果
か

ら
も
検
証
評
価
も
十
分
に
な
さ

れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
そ

の
成
果
は
多
大
な
も
の
が
あ
る

も
の
で
す
。

◇
学
校
統
合
の
問
題
に
つ
い
て

　

現
在
、
小
学
校
か
ら
中
学
校

へ
の
接
続
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
う

こ
と
が
で
き
、
中
１
ギ
ャ
ッ
プ

や
不
登
校
の
減
少
に
つ
な
が
る

こ
と
か
ら
義
務
教
育
学
校
や
小

中
一
貫
校
が
北
海
道
で
も
増
え

て
い
ま
す
。
少
子
化
が
進
む
な

か
、
集
団
活
動
に
必
要
な
児
童

生
徒
数
の
確
保
が
背
景
に
あ
り
、

小
学
校
時
の
振
り
返
り
が
容
易

に
な
る
、
異
年
齢
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
機
会
が
増
え

る
、
小
学
生
の
中
学
生
へ
の
あ

こ
が
れ
や
中
学
生
の
小
学
生
へ

の
思
い
や
り
が
育
ま
れ
る
等
の

教
育
効
果
も
期
待
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
本
村
に
お
い
て
も
ま
ず

こ
れ
を
目
指
す
姿
と
し
て
考
え

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

進
行
状
況
に
つ
い
て
は
、
昨

年
度
来
学
校
運
営
協
議
会
に
お

い
て
本
村
の
子
ど
も
た
ち
の
特

徴
や
良
さ
に
つ
い
て
話
し
合
い
、

国
の
動
向
等
も
踏
ま
え
、
子
ど

も
た
ち
に
必
要
な
力
を
つ
け
る

た
め
に
、
環
境
を
ど
う
整
え
て

い
っ
た
ら
い
い
か
を
熟
議
し
て

き
て
お
り
、
そ
の
中
で
、
学
校
、

保
護
者
、
地
域
が
ど
う
か
か
わ

っ
て
環
境
を
整
え
る
か
と
い
う

視
点
と
と
も
に
、
組
織
的
規

模
上
の
課
題
も
明
ら
か
に
な
っ

て
き
た
こ
と
、
ま
た
、
こ
れ
と

あ
わ
せ
、
区
会
や
団
体
と
の
懇

談
会
に
お
い
て
も
そ
の
統
合
に

か
か
わ
る
議
論
を
求
め
る
声
が

出
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
踏
ま
え
、

本
年
10
月
、
第
２
回
協
議
会
開

催
時
に
、
そ
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ

メ
リ
ッ
ト
と
い
う
視
点
に
つ
い

て
議
論
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で

す
。

　

小
規
模
・
一
定
規
模
両
者
か

ら
の
学
習
、
運
動
、
ま
た
児
童

や
環
境
等
、
多
岐
に
わ
た
る
視

点
か
ら
の
話
題
が
出
さ
れ
ま
し

た
の
で
、
今
後
は
、
こ
れ
を
整

理
・
ま
と
め
、
今
後
に
向
け
て

の
計
画
を
立
て
て
ま
い
り
ま
す
。

委
員
の
皆
さ
ん
に
は
、
地
域

や
保
護
者
を
代
表
し
て
集
ま
っ

て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、

本
件
に
関
す
る
様
々
な
声
に
対

し
て
ア
ン
テ
ナ
役
に
な
っ
て
い

だ
く
こ
と
を
お
願
い
し
た
と
こ

ろ
で
す
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、

子
ど
も
の
よ
り
良
い
環
境
を
ど

う
整
え
る
か
と
い
う
こ
と
を
大

切
に
し
て
本
件
を
進
め
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

◆
能
登　

ゆ
う　

議
員
◆

質
問
１
【
住
宅
施
策
に
つ
い

　
　
　
　

て
】

　

赤
井
川
村
に
移
り
住
み
た

い
が
、
適
当
な
住
ま
い
が
見

つ
か
ら
な
い
。

　

村
内
で
条
件
に
合
う
住
ま

い
を
探
し
て
い
た
が
見
つ
け

ら
れ
ず
、
結
局
転
出
し
て
し

ま
う
。

　

そ
ん
な
事
例
を
耳
に
す
る

こ
と
が
、
こ
こ
何
年
か
で
、

よ
り
増
え
た
よ
う
に
感
じ
ま

す
。

　

一
方
で
村
内
を
見
渡
す
と
、

普
段
は
人
が
住
ん
で
い
な
い

と
思
わ
れ
る
家
屋
も
、
ち
ら

ほ
ら
と
目
に
留
ま
り
ま
す
。

赤
井
川
村
の
持
ち
家
世
帯
に

占
め
る
65
歳
以
上
の
み
世
帯

の
割
合
は
、
平
成
27
年
国
勢

調
査
の
時
点
で
も
約
４
割
を

占
め
て
い
ま
し
た
。
今
後
、

空
き
家
の
増
加
も
予
想
さ
れ

ま
す
。

　

持
ち
家
は
個
人
の
財
産
で

あ
り
、
そ
の
住
人
と
住
人
に

繋
が
る
多
く
の
「
人
の
思
い
」

が
詰
ま
っ
た
場
所
で
す
。
行

政
の
立
場
と
し
て
難
し
さ
も

あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
せ
め

て
、
安
心
で
き
る
住
ま
い
の

選
択
肢
を
用
意
す
る
こ
と
は

出
来
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　

ま
ず
は
既
存
住
宅
の
流
動

性
を
高
め
る
た
め
の
、
イ
ン

セ
ン
テ
ィ
ブ
（
※
刺
激
・
動

機
））
と
な
る
施
策
が
必
要

で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
す
。

高
齢
の
持
ち
家
世
帯
が
、
自

宅
に
住
み
続
け
る
の
が
難
し

く
な
っ
た
時
に
安
心
し
て
移

り
住
め
る
住
宅
の
整
備
と
、

若
い
世
代
が
中
古
住
宅
を
リ

フ
ォ
ー
ム
し
て
住
め
る
よ
う

な
支
援
を
両
輪
と
し
て
行
う

こ
と
が
、
現
状
効
果
的
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
？
そ
の
結

果
空
き
家
の
増
加
を
抑
え
る

事
が
で
き
た
り
、
既
存
の
公

営
住
宅
に
空
き
が
生
ま
れ
て

新
た
な
住
人
の
受
け
皿
に
な

る
な
ど
、
波
及
効
果
も
生
ま

れ
そ
う
で
す
。

１
．「
住
む
と
こ
ろ
が
な
い
」

　

と
い
わ
れ
る
現
状
と
そ
の

　

要
因
を
、
村
と
し
て
ど
の

　

よ
う
に
認
識
さ
れ
て
い
る

　

か
伺
い
ま
す
。

２
．「
赤
井
川
村
公
営
住
宅

　

等
長
寿
命
化
計
画
」
で
は
、

　

先
ほ
ど
提
案
し
た
よ
う
な

　

施
策
も
、「
優
良
な
高
齢

　

者
向
け
賃
貸
住
宅
の
供
給

　

の
検
討
」、「
コ
レ
ク
テ
ィ

　

ブ
ハ
ウ
ス
な
ど
、
地
域
で

　

支
え
あ
う
高
齢
者
向
け
住

　

宅
の
供
給
の
検
討
」、「
持

　

ち
家
志
向
の
子
育
て
世
帯

　

に
対
す
る
持
ち
家
の
空
き

　

家
情
報
の
提
供
と
リ
フ
ォ

　

ー
ム
支
援
」
等
と
い
う
形

　

で
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
な
事
業
化
に
向
け

　

て
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ま

　

れ
る
か
、
お
考
え
を
伺
い

　

ま
す
。

３
．
老
朽
化
し
た
村
有
住
宅

　

に
つ
い
て
、
現
在
は
空
き

　

家
で
あ
り
、
今
後
も
誰
か

　

が
入
居
す
る
こ
と
を
想
定

　

し
て
い
な
い
住
宅
は
何
戸

　

あ
る
で
し
ょ
う
か
？
解
体

　

除
去
に
も
多
額
の
費
用
が

　

掛
か
り
、
い
っ
ぺ
ん
に
行

　

う
こ
と
は
難
し
い
と
承
知

　

し
て
お
り
ま
す
が
、
廃
屋

　

の
よ
う
な
状
態
で
放
置
す

 議会だより
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る
の
は
周
辺
の
環
境
に
も

　

影
響
が
及
び
ま
す
し
、
防

　

犯
、
防
災
の
観
点
か
ら
も

　

好
ま
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

役
割
を
終
え
た
村
有
住
宅

　

の
、
管
理
状
況
と
今
後
に

　

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答
弁　

馬
場
村
長

　

前
段
の
既
存
の
空
き
屋
住
宅

の
流
動
化
で
す
が
、
村
と
し
て

は
、
議
員
ご
指
摘
の
と
お
り
個

人
財
産
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
以

前
よ
り
「
し
り
べ
し
空
き
屋
バ

ン
ク
」
の
活
用
を
奨
励
し
て
い

ま
す
。
空
き
家
所
有
者
へ
バ
ン

ク
制
度
の
周
知
や
意
向
確
認
も

行
っ
て
お
り
、
一
軒
で
も
登
録

し
て
も
ら
え
る
よ
う
今
後
も
空

き
家
情
報
が
あ
れ
ば
所
有
者
へ

の
働
き
か
け
を
継
続
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

１
点
目
の
「
住
む
と
こ
ろ
が

な
い
」
と
い
わ
れ
る
現
状
と
そ

の
要
因
認
識
で
す
が
、
村
と
し

て
は
住
む
場
所
が
な
い
と
い
う

認
識
は
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
公

営
住
宅
や
貸
し
ア
パ
ー
ト
な
ど

が
空
い
て
お
り
ま
す
が
、
条
件

で
入
居
で
き
な
い
方
や
住
宅

の
規
模
な
ど
の
状
況
で
入
居
を

敬
遠
す
る
方
、
金
額
な
ど
が
合

わ
ず
入
居
を
た
め
ら
う
方
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
方
が
い
る
こ
と
は

認
識
し
て
お
り
ま
す
。

　

２
点
目
に
つ
い
て
は
、
議
員

の
ご
指
摘
の
と
お
り
、「
赤
井

川
村
公
営
住
宅
等
長
寿
命
化
計

画
」
を
策
定
し
、
そ
の
中
で
課

題
を
整
理
し
、
目
標
を
立
て
て

お
り
ま
す
。
そ
の
目
標
に
向
け

た
、
事
業
化
を
計
画
し
道
に
対

し
て
報
告
を
行
い
承
認
を
受
け
、

公
営
住
宅
の
新
築
及
び
改
築
の

補
助
事
業
を
進
め
取
り
組
ん
で

お
り
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
そ

の
時
々
の
入
居
者
ニ
ー
ズ
に
あ

っ
た
事
業
の
実
施
（
全
面
改
修

に
よ
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー
や
部
屋

数
の
増
減
・
現
在
は
ユ
ニ
ッ
ト

バ
ス
の
設
置
な
ど
）
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

３
点
目
の
「
今
後
も
誰
か
が

入
居
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
い

な
い
村
有
住
宅
」
で
す
が
一
般

に
貸
し
出
し
で
き
る
村
有
住
宅

に
、
ご
指
摘
の
住
宅
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

村
有
住
宅
で
教
職
員
住
宅
と

し
て
区
分
さ
れ
て
い
る
も
の
で

暫
く
入
居
者
が
な
く
、
空
き
屋

と
な
っ
て
い
る
住
宅
は
５
戸
ご

ざ
い
ま
す
。
今
後
は
、
前
回
の

議
会
で
報
告
し
た
と
お
り
、
教

頭
住
宅
の
整
備
計
画
を
検
討
す

る
な
か
で
取
扱
の
方
向
性
を
出

す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
廃
屋
の
よ
う
な
住
宅

と
の
ご
指
摘
で
す
が
、
村
有
住

宅
で
な
い
寿
住
宅
が
４
戸
残
っ

て
お
り
、
年
に
２
戸
ず
つ
解
体

す
る
よ
う
計
画
し
て
お
り
、
解

体
ま
で
の
間
は
、
以
前
議
会
協

議
の
中
で
も
ご
指
摘
を
い
た
だ

い
て
い
る
空
き
家
の
教
職
員
住

宅
も
含
め
、
草
刈
り
や
雪
の
処

理
な
ど
最
低
限
の
維
持
管
理
は

引
き
続
き
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

質
問
２
【
財
政
健
全
化
に
む

　
　
　
　

け
た
取
組
に
つ
い

　
　
　
　

て
】

　

８
月
に
財
政
健
全
化
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
が
公
布
さ
れ

ま
し
た
。

　

村
と
し
て
の
考
え
方
を
示

し
、
住
民
の
皆
さ
ん
と
共
有

さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
意

義
あ
る
事
だ
と
考
え
ま
す
。

プ
ラ
ン
の
内
容
か
ら
、
何
点

か
質
問
い
た
し
ま
す
。

１
．
財
政
硬
直
化
を
招
い
て

　

い
る
本
質
的
な
課
題
は
、

　

経
常
的
経
費
の
収
支
バ
ラ

　

ン
ス
が
崩
れ
て
い
る
こ
と

　

だ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し

　

ょ
う
か
？
プ
ラ
ン
の
中
で

　

は
そ
の
部
分
が
明
確
に
は

　

触
れ
ら
れ
て
い
な
い
印
象

　

を
持
ち
ま
し
た
。
改
め
て
、

　

経
常
的
経
費
の
収
支
バ
ラ

　

ン
ス
と
い
う
観
点
か
ら
、

　

村
の
考
え
方
を
お
示
し
く

　

だ
さ
い
。

２
．
歳
入
歳
出
の
見
直
し
項

　

目
に
つ
い
て
、
今
年
度
中

　

に
検
討
、
来
年
度
実
施
と

　

さ
れ
て
い
る
項
目
が
い
く

　

つ
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ

　

ぞ
れ
に
つ
い
て
具
体
的
な

　

内
容
が
聞
こ
え
て
き
ま
せ

　

ん
。
住
民
の
賛
否
が
分
か

　

れ
る
だ
ろ
う
事
案
も
散
見

　

さ
れ
、
合
意
形
成
が
間
に

　

合
う
の
か
疑
問
で
す
。
ス

　

ケ
ジ
ュ
ー
ル
感
を
お
示
し

　

く
だ
さ
い
。

３
．
歳
出
に
つ
い
て
、
金
額

　

自
体
の
削
減
は
も
ち
ろ
ん

　

大
切
な
事
で
す
が
、
そ
の

　

お
金
の
使
い
方
に
つ
い
て

　

も
工
夫
の
余
地
を
感
じ
ま

　

す
。
地
域
内
経
済
循
環
を

　

高
め
る
よ
う
な
使
い
方
、

　

ま
た
地
域
産
業
の
育
成
、

　

人
材
の
育
成
に
配
慮
す
る

　

こ
と
は
大
前
提
と
考
え
ま

　

す
が
、
い
か
が
で
し
ょ
う

　

か
？

　
　

ま
た
、「
ア
ウ
ト
ソ
ー

　

ジ
ン
グ
（
※
外
部
委
託
）

　

等
に
よ
り
職
員
の
人
件
費

　

の
抑
制
を
行
う
」
と
さ
れ

　

て
い
ま
す
が
、
現
状
で
は

　

直
営
だ
っ
た
も
の
を
外
部

　

委
託
し
た
こ
と
で
か
え
っ

　

て
歳
出
増
と
な
っ
て
い
る

　

事
業
や
、
近
隣
自
治
体
の

　

同
種
事
業
と
比
べ
て
桁
違

　

い
の
委
託
料
を
支
払
っ
て

　

い
る
事
業
も
見
受
け
ら
れ
、

　

ア
ウ
ト
ソ
ー
ジ
ン
グ
も
善

　

し
悪
し
と
感
じ
ま
す
。
ア

　

ウ
ト
ソ
ー
ジ
ン
グ
あ
り
き

　

で
は
な
く
、
ま
ず
は
必
要

　

な
業
務
内
容
、
業
務
量
を

　

十
分
に
精
査
し
、
村
の
規

　

模
に
見
合
っ
た
適
切
な
体

　

制
を
選
ぶ
事
が
大
切
で
あ

　

る
よ
う
に
感
じ
ま
す
が
、

　

い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

答
弁　

馬
場
村
長

　

１
点
目
に
つ
き
ま
し
て
は
、

地
方
公
共
団
体
の
財
政
状
況

類
似
団
体
比
較
カ
ー
ド
か
ら
も
、

赤
井
川
村
の
財
政
状
況
の
特
徴

と
し
て
、
経
常
的
経
費
で
あ
る

物
件
費
（
電
算
シ
ス
テ
ム
経
費
、

委
託
業
務
費
）、
維
持
補
修
費

（
公
共
施
設
、
道
路
・
橋
梁
等

の
維
持
修
繕
費
）、
補
助
費
等

（
各
種
団
体
に
対
す
る
補
助
や

一
部
事
務
組
合
）
へ
の
割
合
が

高
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

村
税
、
地
方
交
付
税
を
は
じ

め
と
す
る
経
常
的
収
入
を
確
保

し
、
経
常
的
経
費
を
圧
縮
さ
せ

て
い
く
こ
と
が
、
収
支
バ
ラ
ン

ス
の
均
衡
、
改
善
を
図
る
も
の

と
な
り
ま
す
。
１
年
間
に
入
っ

て
く
る
収
入
に
対
し
て
、
住
民

の
暮
ら
し
を
支
え
る
行
政
運
営

経
費
が
過
剰
で
は
な
い
か
を
考

え
る
と
と
も
に
、
地
域
課
題
や

住
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
事
業

を
行
う
際
に
は
、
国
や
北
海
道

の
補
助
制
度
等
を
検
討
し
、
極

 議会だより
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力
一
般
財
源
の
負
担
が
少
な
く

な
る
よ
う
な
事
業
展
開
を
進
め

て
い
く
考
え
で
お
り
ま
す
。

　

２
点
目
に
つ
い
て
、
複
数
の

見
直
し
項
目
が
あ
り
ま
す
こ
と

か
ら
、
議
会
の
皆
様
は
も
と
よ

り
、
関
係
す
る
農
業
者
団
体
や

住
民
団
体
と
令
和
５
年
度
か
ら

適
宜
、
協
議
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
財
政
健
全
化
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
の
目
的
で
あ
る
令
和
８

年
度
の
財
政
健
全
化
に
向
け
て
、

取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
考
え

で
あ
り
ま
す
。

　

３
点
目
に
つ
い
て
は
、
人
口

減
少
に
よ
り
基
幹
産
業
は
も
と

よ
り
、
今
後
更
に
、
地
域
の
あ

ら
ゆ
る
担
い
手
層
の
減
少
が
確

実
に
訪
れ
る
も
の
と
認
識
し
て

お
り
ま
す
。
今
後
も
新
規
就
農

者
育
成
支
援
を
は
じ
め
、
現
在

計
画
を
進
め
て
い
る
山
村
活
性

化
支
援
セ
ン
タ
ー
を
再
活
用
す

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
手
始
め
に
、

国
の
支
援
制
度
な
ど
を
活
用
し

な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
課
題
に
つ

い
て
は
取
り
組
み
を
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

４
点
目
に
つ
い
て
は
、
議
員

ご
発
言
の
通
り
、
私
も
ア
ウ
ト

ソ
ー
シ
ン
グ
あ
り
き
と
い
う
考

え
方
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

現
在
は
民
間
の
経
営
感
覚
や

人
材
活
用
が
必
要
と
さ
れ
る
施

設
と
専
門
的
知
識
や
人
材
を
必

要
と
す
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
や
相

談
、
援
助
業
務
に
つ
い
て
は
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
並
び
に

人
材
の
確
保
を
最
大
の
目
的
と

し
て
民
間
事
業
者
に
担
っ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。　
　
　

　

そ
の
結
果
と
し
て
、
村
職
員

数
の
減
少
や
、
人
事
管
理
部
門
、

財
政
部
門
に
お
い
て
も
関
係
業

務
の
削
減
に
繋
が
っ
て
お
り
ま

す
。

　

先
に
も
触
れ
ま
し
た
が
、
行

政
分
野
の
み
な
ら
ず
、
地
域
の

公
共
サ
ー
ビ
ス
全
体
と
し
て
担

い
手
層
の
減
少
が
危
惧
さ
れ
ま

す
の
で
、
今
後
も
十
分
に
検
討

し
な
が
ら
適
切
な
体
制
の
中
で

行
政
運
営
を
行
っ
て
い
く
考
え

で
あ
り
ま
す
。

◆
湯
澤　

幸
敏　

議
員
◆

質
問
【
介
護
予
防
に
つ
い
て
】

　

介
護
予
防
に
つ
い
て
は
、

過
去
に｢

フ
レ
イ
ル
（
※
加

齢
に
伴
い
筋
力
や
心
身
の
活

力
が
低
下
し
た
状
態
）｣

な

ど
、
具
体
例
を
あ
げ
そ
の
取

組
み
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し

た
が
、
今
回
は
別
の
観
点
か

ら
介
護
予
防
へ
の
取
組
み
に

つ
い
て
質
問
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　

私
も
対
象
者
の
一
人
で
す

が
、
団
塊
の
世
代
が
全
員
75

歳
以
上
と
な
る
２
０
２
５
年

に
は
、
介
護
ニ
ー
ズ
が
ま
す

ま
す
高
ま
り
介
護
費
用
も
さ

ら
に
増
加
す
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
。

　

国
は
介
護
制
度
の
次
回
改

定
時
期
で
あ
る
２
０
２
４
年

度
に
向
け
、
介
護
保
険
の｢

給
付
と
負
担｣

な
ど
に
つ
い

て
の
検
討
を
、
本
格
的
に
始

め
た
と
の
こ
と
で
す
。

　

い
ず
れ
に
し
ろ
、
財
源
確

保
に
は
国
民
の
負
担
増
と
給

付
低
下
は
免
れ
な
い
と
の
専

門
家
の
意
見
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
今
自
治
体
に
求
め
ら
れ
、

期
待
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、

要
介
護
と
な
る
人
を
で
き
る

だ
け
増
や
さ
な
い
た
め
の｢

介
護
予
防
を
よ
り
強
化｣

す

る
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　

介
護
予
防
と
い
っ
て
も
幅

広
い
内
容
が
あ
り
ま
す
が
、

運
動
機
能
向
上
の
た
め
の
運

動
を
習
慣
化
す
る
こ
と
が
、

衰
弱
・
転
倒
・
骨
折
・
関
節

疾
患
な
ど
に
よ
る
要
介
護
状

態
を
防
ぐ
重
要
な
ポ
イ
ン
ト

に
な
る
か
と
思
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
こ
の
冬
か
ら
、

こ
れ
ま
で
の
実
施
方
法
を
変

更
し
た
、
村
で
行
う｢

運
動

教
室｣

に
つ
い
て
質
問
い
た

し
ま
す
。

１
．
実
施
方
法
・
内
容
の
変

　

更
理
由

２
．｢

し
っ
か
り
運
動｣

　

｢

　

ゆ
っ
く
り
運
動｣

の
参
加

　

者
の
想
定

３
．｢

ゆ
っ
く
り
運
動｣

の

　

効
果
と
期
待
す
る
も
の

以
上
、
お
答
え
く
だ
さ
い
。

答
弁　

馬
場
村
長

　

１
点
目
に
つ
い
て
で
す
が
、

村
で
は
３
つ
の
機
関
が
身
体
や

頭
を
動
か
す
メ
ニ
ュ
ー
を
実
施

し
て
き
ま
し
た
。

〇
全
村
民
を
対
象
と
し
、
冬
期

　

間
に
計
10
回
行
わ
れ
る
保
健

　

福
祉
課
の
「
運
動
教
室
」

〇
全
村
民
を
対
象
と
し
、
春
～

　

秋
の
間
に
月
１
回
開
催
さ
れ

　

る
社
会
福
祉
協
議
会
の
「
す

　

こ
や
か
健
康
塾
」

〇
高
齢
者
を
対
象
と
し
、
春
～

　

秋
は
月
１
回
、
冬
期
間
は
週

　

１
回
行
わ
れ
る
地
域
包
括
支

　

援
セ
ン
タ
ー
の
「
元
気
は
つ

　

ら
つ
教
室
」

の
計
３
種
類
の
運
動
教
室
が
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
開
催
時
期
や
対
象

者
に
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
運

動
強
度
に
大
差
は
な
く
参
加
者

は
ど
れ
も
高
齢
者
が
ほ
と
ん
ど

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
地
域
ケ
ア

推
進
会
議
で
事
業
内
容
の
見
直

し
の
必
要
性
が
検
討
さ
れ
ま
し

た
。

　

そ
の
検
討
過
程
で
、「
若
年

層
が
参
加
し
や
す
い
時
間
帯
や

運
動
強
度
を
持
つ
教
室
が
存
在

し
て
い
な
い
」
こ
と
が
議
論
と

な
り
、
役
場
保
健
福
祉
課
は
健

康
増
進
法
に
基
づ
く
生
活
習
慣

病
予
防
を
目
的
と
し
て
働
き
世

代
が
参
加
し
や
す
い
教
室
を
整

備
し
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。

　

２
点
目
の
参
加
者
の
想
定
で

す
が
、「
し
っ
か
り
運
動
」
は

20
代
～
50
代
を
想
定
し
て
お
り

ま
す
。

　

し
か
し
実
際
は
、
若
年
だ
け

ど
激
し
い
運
動
が
難
し
い
方
や
、

60
代
を
超
え
る
け
れ
ど
元
気
に

走
っ
た
り
強
度
の
高
い
運
動
が

で
き
る
方
は
存
在
し
ま
す
の
で
、

あ
る
程
度
激
し
い
運
動
を
し
て

も
健
康
上
問
題
が
な
い
方
の
利

用
を
お
勧
め
し
て
い
ま
す
。

　
「
ゆ
っ
く
り
運
動
」
は
、
こ

れ
ま
で
実
施
し
て
き
た
冬
の

運
動
教
室
の
参
加
者
を
想
定
し

て
い
ま
す
。
村
の
運
動
教
室
は

送
迎
を
実
施
し
て
い
な
い
た
め
、

自
力
で
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー
に

来
所
で
き
る
比
較
的
元
気
な
高

齢
者
や
、
強
い
運
動
を
控
え
た

い
若
年
層
に
適
し
た
レ
ベ
ル
で

す
。

　

社
会
福
祉
協
議
会
や
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
の
運
動
に
比
べ
、

村
の
運
動
教
室
は
運
動
強
度
を

高
め
に
設
定
し
て
お
り
、
村
の

運
動
教
室
の
レ
ベ
ル
が
丁
度
良
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い
と
言
っ
て
く
だ
さ
る
参
加
者

も
い
た
こ
と
か
ら
従
来
の
レ
ベ

ル
の
教
室
も
残
し
ま
し
た
。

　

３
点
目
に
つ
い
て
健
康
状
態

の
改
善
を
目
的
に
し
て
い
る

「
し
っ
か
り
運
動
」に
対
し
、「
ゆ

っ
く
り
運
動
」
は
主
に
健
康
状

態
の
維
持
や
転
倒
予
防
・
フ
レ

イ
ル
予
防
等
介
護
予
防
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

　

内
容
は
こ
れ
ま
で
の
運
動
教

室
と
同
様
で
す
。
運
動
効
果
と

し
て
は
、
昨
年
度
教
室
内
で
参

加
者
に
実
施
し
て
い
た
だ
い
た

体
力
テ
ス
ト
の
結
果
を
初
回
と

最
終
回
で
比
較
し
分
析
し
た
と

こ
ろ
、
運
動
機
能
が
低
下
し
た

方
は
見
ら
れ
ず
、
む
し
ろ
向
上

し
た
方
も
複
数
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
し
た
。
た
だ
し
、
計
10
回
開

催
し
て
い
た
と
こ
ろ
を
今
年
度

は
５
回
の
開
催
と
し
て
い
ま
す

の
で
、
運
動
教
室
で
健
康
を
維

持
す
る
と
い
う
よ
り
は
日
頃
の

生
活
に
運
動
習
慣
を
取
り
入
れ

る
き
っ
か
け
づ
く
り
に
な
っ
て

い
た
だ
け
た
ら
と
考
え
て
い
ま

す
。～

～
～
～
～
～
～
～
～
～

臨

時

会

報

告 

◎
令
和
４
年
第
４
回
臨
時
会

　
（
11
月
22
日
開
催
）

【
審
議
結
果
】

○
補
正
予
算
案

・
令
和
４
年
度
一
般
会
計
補
正

　

予
算（
第
７
号（
専
決
処
分
））

全
員
賛
成
で
原
案
承
認

・
令
和
４
年
度
一
般
会
計
補
正

　

予
算
（
第
８
号
）

全
員
賛
成
で
原
案
可
決

補
正
予
算
の
主
な
内
容

［
歳
入
］

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

　

チ
ン
接
種
事
業
国
庫
負
担
金

　

等
（
増
額
）

４
３
０
万
円

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

　

症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付

　

金
（
増
額
）

９
５
３
万
円

・
子
育
て
世
帯
臨
時
特
別
給
付

　

金
給
付
事
業
費
補
助
金
（
新

　

規
）

９
２
０
万
円

・
地
域
づ
く
り
総
合
交
付
金

　
（
新
規
）

８
６
０
万
円

［
歳
出
］

・
小
公
園
等
倒
木
処
理
手
数
料 

　
（
新
規
）

２
４
万
５
千
円

・
上
中
の
川
河
川
災
害
復
旧
工

　

事
（
新
規
）

２
９
７
万
円

・
物
価
高
騰
対
策
支
援
給
付
金

　
（
新
規
）

１
，
０
５
０
万
円

・
子
育
て
世
帯
臨
時
特
別
給
付

　

金
（
新
規
）

９
２
０
万
円

・
就
農
者
移
住
支
援
環
境
整
備

　

工
事
（
新
規
）

１
，
８
５
４
万
６
千
円

予
算
特
別
委
員
会
報
告

　

付
託
を
受
け
た
次
の
件
に
つ

い
て
審
査
の
結
果
、
原
案
の
と

お
り
可
決
し
ま
し
た
。

・
令
和
４
年
度
一
般
会
計
補
正

　

予
算
（
第
８
号
）

　

ま
た
同
じ
く
付
託
を
受
け
た

次
の
条
例
案
２
件
に
つ
い
て
は
、

議
案
撤
回
と
な
り
、
採
決
は
行

い
ま
せ
ん
で
し
た
。

・
赤
井
川
村
有
住
宅
管
理
条
例

　

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案

　

に
つ
い
て

・
赤
井
川
村
新
規
就
農
等
促
進

　

施
設
の
設
置
及
び
管
理
に
関

　

す
る
条
例
案
に
つ
い
て

◎
令
和
４
年
第
５
回
臨
時
会

　
（
12
月
５
日
開
催
）

【
審
議
結
果
】

○
条
例
案

・
赤
井
川
村
有
住
宅
管
理
条
例

　

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案

　

に
つ
い
て

全
員
賛
成
で
原
案
可
決

・
赤
井
川
村
新
規
就
農
等
促
進

　

施
設
の
設
置
及
び
管
理
に
関

　

す
る
条
例
案
に
つ
い
て

全
員
賛
成
で
原
案
可
決

予
算
特
別
委
員
会
報
告

　

付
託
を
受
け
た
次
の
２
件
に

つ
い
て
審
査
の
結
果
、
原
案
の

と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

・
赤
井
川
村
有
住
宅
管
理
条
例

　

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案

　

に
つ
い
て

・
赤
井
川
村
新
規
就
農
等
促
進

　

施
設
の
設
置
及
び
管
理
に
関

　

す
る
条
例
案
に
つ
い
て

（
議
会
運
営
委
員
会
）

◆
本
会
議
な
ど
の
傍
聴
は
、
ど

な
た
で
も
で
き
ま
す
。
手
続
き

は
、
当
日
受
付
簿
に
氏
名
を
記

入
す
る
だ
け
と
簡
単
で
す
の
で
、

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
議
会
だ
よ
り
へ
の
ご

意
見
・
ご
感
想
も
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
議
会
事
務
局
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
（
令
和
４
年
10
月
～
12
月
）

〇
10
月
１
日

　

鈴
木
宗
男
・
鈴
木
貴
子
北
海

　

道
セ
ミ
ナ
ー
／
札
幌
市
（
副

　

議
長
）

　

高
橋
は
る
み
政
経
セ
ミ
ナ
ー

　

／
札
幌
市
（
副
議
長
）

〇
10
月
11
日

　

議
会
協
議
会
／
役
場
内
（
議

　

員
全
体
）

〇
10
月
19
日
～
21
日

　

北
後
志
町
村
議
会
議
長
会
研

　

修
視
察
／
京
都
府
（
議
長
）

〇
10
月
24
日

　

議
会
協
議
会
／
役
場
内
（
議

　

員
全
体
）

〇
11
月
２
日

　

決
算
特
別
委
員
会
／
役
場
内

　
（
議
員
全
体
）

〇
11
月
７
日
～
９
日

　

後
志
町
村
議
会
議
長
会
研
修

　

視
察
／
長
野
県
他
（
議
長
）

〇
11
月
９
日
～
11
日

　

後
志
町
村
議
会
議
長
会
中
央

　

要
望
他
／
東
京
都
（
議
長
）

〇
11
月
22
日

　

議
会
臨
時
会
／
役
場
内
（
議

　

員
全
体
）

〇
11
月
30
日

　

後
志
広
域
連
合
議
会
定
例
会

　

／
倶
知
安
町
（
議
長
）

〇
12
月
５
日

　

議
会
臨
時
会
／
役
場
内
（
議

　

員
全
体
）

　

お
お
つ
き
く
れ
は
政
経
セ
ミ

　

ナ
ー
／
札
幌
市
（
議
長
）

〇
12
月
８
日

　

議
会
運
営
委
員
会
／
役
場
内

　
（
議
員
全
体
）

〇
12
月
13
日
～
14
日

　

第
４
回
定
例
会
他
／
役
場
内

　
（
議
員
全
体
）

〇
12
月
27
日

　

令
和
４
年
度
北
後
志
衛
生
施

　

設
組
合
並
び
に
北
後
志
消
防

　

組
合
第
２
回
臨
時
議
会
／
余

　

市
町
（
議
長
）

◇
議
会
の
う
ご
き

 議会だより



9 広報あかいがわ　2023.2.1

　

春
の
が
ん
検
診
の
時
期
が
近

づ
い
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
こ

２
年
間
は
土
曜
日
に
が
ん
検
診

を
実
施
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

検
診
機
関
と
日
程
調
整
を
し
た

結
果
、
今
年
は
平
日
開
催
と
な

り
ま
し
た
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
後

日
案
内
を
郵
送
い
た
し
ま
す
の

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
日
に
ち

　

４
月
13
日
（
木
）

■
検
診
項
目

　

胃
が
ん
、
肺
が
ん
、
大
腸
が

　

ん
、
乳
が
ん
、
子
宮
が
ん

■
場
所

　

健
康
支
援
セ
ン
タ
ー

■
対
象

　

赤
井
川
村
に
住
民
票
が
あ
る

　

年
度
末
年
齢
20
歳
以
上
の
方

■
お
問
い
合
わ
せ

　

保
健
福
祉
課
保
健
係

　

℡
３
５

－

２
０
５
０

　

金
曜
日
開
催
の
し
っ
か
り
運

動
が
無
事
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

椅
子
に
座
っ
た
り
ヨ
ガ
マ
ッ
ト

を
敷
い
て
ス
ト
レ
ッ
チ
、
筋
力

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
関
節
運
動
を

行
っ
た
他
、
ポ
ッ
プ
な
音
楽
に

合
わ
せ
て
有
酸
素
運
動
も
実
施

し
ま
し
た
。
し
っ
か
り
汗
を
か

き
、
し
っ
か
り
筋
肉
痛
に
な
る

教
室
で
し
た
。
ご
参
加
く
だ
さ

っ
た
皆
さ
ま
、
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

次
年
度
も
開
催
予
定
で
す
の

で
、
引
き
続
き
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、
次
は
ゆ
っ
く
り
運
動

が
始
ま
り
ま
す
。
一
見
軽
い
運

動
の
よ
う
で
す
が
、
程
良
く
体

が
あ
た
た
ま
り
ま
す
の
で
運
動

機
能
維
持
に
ぴ
っ
た
り
の
強
度

で
す
。
予
約
は
不
要
で
す
の
で
、

ぜ
ひ
お
誘
い
あ
わ
せ
て
お
越
し

く
だ
さ
い
。

■
日
程

〇
２
月
１
日
、
８
日
、
15
日
、

　

22
日

〇
３
月
１
日

※
全
て
水
曜
日
開
催
で
す
。

■
時
間

　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時

■
場
所

　

健
康
支
援
セ
ン
タ
ー

■
お
問
い
合
わ
せ

　

保
健
福
祉
課
保
健
係

　

℡
３
５

－

２
０
５
０

　

喫
煙
は
「
防
ぎ
う
る
病
気
の

原
因
の
最
大
の
も
の
」
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

◇
が
ん

　

喫
煙
者
は
非
喫
煙
者
に
比
べ
、

男
性
で
は
４
．
５
倍
、
女
性
で

は
２
．
３
倍
、
肺
が
ん
で
死
亡

す
る
リ
ス
ク
が
高
く
な
り
ま
す
。

ま
た
男
性
の
場
合
、
喉
頭
が
ん

で
死
亡
す
る
リ
ス
ク
が
32
．
５

倍
と
い
う
結
果
が
出
て
い
ま
す
。

◇
呼
吸
器

　

人
は
加
齢
と
と
も
に
肺
の
機

能
が
低
下
し
ま
す
が
、
喫
煙
者

は
機
能
低
下
が
よ
り
急
速
で
す
。

◇
動
脈
硬
化

　

喫
煙
で
摂
取
す
る
量
の
ニ
コ

チ
ン
に
は
、
脈
拍
を
増
や
し
血

圧
を
上
げ
る
作
用
が
あ
り
ま
す
。

動
脈
硬
化
が
進
む
と
動
脈
が
詰

ま
り
や
す
く
、
狭
心
症
や
心
筋

梗
塞
、
脳
梗
塞
な
ど
の
重
大
な

病
気
に
つ
な
が
る
恐
れ
が
あ
り

ま
す
。

◇
そ
の
他

　

胃
や
十
二
指
腸
潰
瘍
、
歯
周

病
に
な
り
や
す
く
、
ま
た
妊
娠

中
に
喫
煙
す
る
と
流
産
、
早
産

な
ど
の
確
率
が
高
く
な
り
ま
す
。

◇
お
金

　

た
ば
こ
の
価
格
に
は
「
国
た

ば
こ
税
」「
地
方
た
ば
こ
税
」「
た

ば
こ
特
別
税
」「
消
費
税
」
と

４
種
類
の
税
金
が
含
ま
れ
て
お

り
、
税
負
担
率
は
約
６
割
と
言

わ
れ
て
お
り
、
た
ば
こ
税
は

過
去
40
年
の
間
に
約
15
倍
に
増

税
さ
れ
て
い
ま
す
。
昔
と
比
べ

る
と
高
く
な
り
ま
し
た
。
例
え

ば
・・・
１
箱
５
４
０
円
の
た
ば

こ
を
１
日
１
箱
吸
う
と
し
た
ら
、

１
か
月
に
30
箱
×
５
４
０
円
＝

１
６
，
７
４
０
円
。
カ
ナ
ダ
で

は
た
ば
こ
税
を
10
倍
に
し
た
と

こ
ろ
、
未
成
年
者
の
喫
煙
率
が

46
％
か
ら
16
％
へ
と
下
が
っ
た

そ
う
で
す
。
Ｗ
Ｈ
О
は
青
少
年

を
守
る
た
め
に
、
加
盟
国
が
一

致
し
て
た
ば
こ
税
を
上
げ
る
よ

う
求
め
て
い
ま
す
。

　

禁
煙
は
自
力
で
も
で
き
ま
す

が
、
医
療
機
関
の
禁
煙
外
来
を

利
用
す
る
と
、
比
較
的
楽
に
成

功
で
き
ま
す
。
吸
い
た
い
気
持

ち
を
な
く
す
内
服
薬
、
ニ
コ

チ
ン
パ
ッ
チ
や
ニ
コ
チ
ン
ガ
ム

な
ど
を
利
用
し
な
が
ら
、
医
師

や
看
護
師
の
サ
ポ
ー
ト
の
も

と
、
禁
煙
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
条
件
を
満
た
せ

ば
、
健
康
保
険
が
適
用
さ
れ
ま

す
。
過
去
に
禁
煙
に
挑
戦
し
て

失
敗
し
た
人
、
自
力
で
禁
煙
す

る
自
信
の
な
い
人
に
お
勧
め
で

す
。

　２月は暦の上では春を迎えますが、１年で最も
寒い時期とも言われます。まだまだ寒い日は続き
ますので体調に気をつけましょう。

禁
煙
の
す
す
め

４
月
が
ん
検
診
の

お

知

ら

せ

ゆ
っ
く
り
運
動
が

始
ま
り
ま
す
！
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赤井川村創生総合戦略検証委員会の開催
2022.12.20　赤井川村役場

　12月20日、赤井川村役場会議室において、赤井川村創生総合戦
略の令和３年度実績についての検証委員会を開催しました。
　創生総合戦略は、３つの柱となる基本目標を定め、各基本目標
に対応する基本的方向性に沿って30の数値目標を設定しています。
　令和３年度末における数値目標や各施策の重要業績評価指数に
ついて事務局より説明の後、委員から様々な意見が交わされ評価
を行いました。
　

　浅草公会堂（東京都）で開催された令和４年度全国社会福祉大
会において赤井川村社会福祉協議会が「社会福祉協議会優良活
動」として、全国社会福祉協議会会長賞を受賞しました。
　12月16日にその受賞報告のため、阿部会長、上埜事務局長が来
庁され、馬場村長と懇談を行いました。
　今後とも、行政と手を取り合って住民のより良い生活のために活
動されることを期待します。
　この度は、おめでとうございました。

赤井川村社会福祉協議会が全国表彰受賞
2022.12.16　赤井川村役場

　12月21日、北海道新幹線後志トンネル落合工区のトンネル入口側
坑口が貫通しました。落合工区は、村内の新幹線トンネル工事とし
ては最初の平成27年度に着工した工区です。
　村内の北海道新幹線関係の工事は、３工区のトンネル工事のほ
か、高架橋の工事も着手しています。
　貫通後もトンネル内整備があり工事は続きますが、今後も事故な
く、無事工事が進むことを願っております。

北海道新幹線後志トンネル落合工区入口側坑口貫通
2022.12.21　字都

　健康支援センターにて弱点克服学習会を実施し、23名の児童が
参加しました。
　１日約２時間、配布されたドリルや学校の宿題に全員が集中して
取り組み、有意義な勉強会になりました。
　ご協力いただきました、地域ボランティア、教員ボランティアの皆
さん、本当にありがとうございました。

弱点克服学習会
2022.12.26～28　健康支援センター
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Topics

チャレンジスキー教室Ⅰ
2023.1.14～15　キロロスキー場

　キロロスキー場にて令和４年度チャレンジスキー教室Ⅰを行いま
した。今回のチャレンジスキー教室には、小学生から一般までの方、
延べ27名が参加しました。２日とも天候に恵まれ、受講生は講師か
らスキーの楽しみを教わったり、技術の習得に励んだりした２日間
となりました。
　２日目は希望者が検定試験を行い、４級１名、３級１名、２級
１名、１級２名の計５名が合格しました。おめでとうございます。
　けが・事故もなく受講生の笑顔が見られたのも、熱心に御指導
くださった講師のおかげです。２日間ありがとうございました。
　また、２月25日（土）・26日（日）には、チャレンジスキー教室Ⅱ
を開催予定です。スキーを楽しみ技術向上に繋がる機会になってく
れることを期待し、皆さまの参加をお待ちしております。

ス
ポ
ー
ツ

ス
ポ
ー
ツ

ニ
ュ
ー
ス

ニ
ュ
ー
ス

第
38
回
後
志
小
中
学
生
卓
球
大

会と　

き　

12
月
４
日

と
こ
ろ　
倶
知
安
町
総
合
体
育
館

成　

績　

【
男
子
ダ
ブ
ル
ス
】

▽
優
勝　

栗
谷　
　

絆
、

　
　
　
　

大
室
（
蘭
越
Ｓ
Ｃ
）

　
　
　
　

ペ
ア

各
種
大
会
の
結
果

シーニックナイト２０２３inあかいがわシーニックナイト２０２３inあかいがわ
　本年度も「シーニックバイウェイ北海道（支笏洞爺ニセコルート）」
の取組に協賛して、「シーニックナイト２０２３inあかいがわ」が開催
されます。
　当日は数多くのキャンドルを灯すことにより、新型コロナウイルス
感染症の終息を村民の皆様と一緒に祈願したいと考えております。
　つきましては、自宅前や道路に接する自己敷地内でキャンドルを
灯すことにご協力いただける方には、キャンドルを提供しますので、
是非とも趣旨をご理解の上、ご参加ください。

■開催日
　２月１１日（土）

■お問い合わせ
　ウインターフェスティバル実行委委員会
　　（窓口）赤井川観光協会　　　Tel３４－６７５５
　　　　　役場産業課産業係　　Tel４８－６２７６（直通）
　　　　　　　　　　　　　　　Tel３４－６２１１（代表）

赤井川村成人式
2023.1.8　生活改善センター

　生活改善センターにて、令和５年赤井川村成人式が挙行されま
した。赤井川村では対象者を20歳とし、９名の方が出席しました。
　式では新成人の皆さん一人一人から将来の抱負を語っていただき
ました。式が終了した後は、当時担任をしていた先生方と思い出を
１時間程度楽しく歓談しました。
　出席者の皆さま、ご成人おめでとうございます。今後の皆さまの
ご活躍を心より祈念いたします。
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■
そ
の
他

　

町
内
会
な
ど
に
出
向
い
て
開

　

催
す
る
「
出
張
セ
ミ
ナ
ー
」

　

も
行
い
ま
す
の
で
、
ご
相
談

　

く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

余
市
警
察
署
生
活
安
全
係

　

℡
２
２

－

０
１
１
０

　
（
内
線
２
６
２
）

○
吹
雪
や
大
雪
な
ど
で
前
が
見

　

え
な
い
の
に
運
転
す
る
こ
と

　

は
、
目
隠
し
を
し
て
運
転
し

　

て
い
る
の
と
同
じ
で
、
と
て

　

も
危
険
で
す
。

○
悪
天
候
時
は
、
不
要
不
急
の

　

外
出
は
控
え
ま
し
ょ
う
。

　

や
む
を
得
ず
車
で
外
出
す
る

　

と
き
は
、
事
前
に
天
候
や
道

　

路
情
報
を
確
認
す
る
と
と
も

　

に
、
防
寒
具
や
ス
コ
ッ
プ
、

　

使
い
捨
て
カ
イ
ロ
等
を
準
備

　

し
ま
し
ょ
う
。

　

立
ち
往
生
し
た
時
は
、
一
酸

　

化
炭
素
中
毒
防
止
の
た
め
、

　

マ
フ
ラ
ー
の
排
気
口
付
近
の

　

除
雪
を
し
ま
し
ょ
う
。

■
早
め
の
氷
雪
下
ろ
し
を

〇
例
年
、
屋
根
か
ら
の
落
氷
雪

　

に
よ
る
事
故
が
発
生
し
て
い

　

ま
す
。

〇
氷
雪
は
早
め
に
下
ろ
し
て
、

　

落
氷
雪
に
よ
る
事
故
を
防
止

　

し
ま
し
ょ
う
。

■
雪
下
ろ
し
作
業
は
複
数
で
行

　

い
安
全
確
保

〇
ハ
シ
ゴ
や
屋
根
か
ら
転
落
す

　

る
事
故
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

〇
作
業
は
、
補
助
者
を
置
く
な

　

ど
複
数
で
行
い
ま
し
ょ
う
。

〇
転
落
防
止
や
万
一
の
と
き
に

　

備
え
、
万
全
の
措
置
を
講
じ

　

ま
し
ょ
う
。

〇
自
身
の
安
全
を
確
保
し
ま
し

　

ょ
う
。

■
除
雪
機
に
注
意

〇
除
雪
機
に
衣
類
を
巻
き
込
ま

　

れ
る
な
ど
の
事
故
も
発
生
し

　

て
い
ま
す
。

〇
除
雪
作
業
時
は
、
作
業
に
適

　

し
た
服
装
を
着
用
し
ま
し
ょ

　

う
。

〇
エ
ン
ジ
ン
を
掛
け
た
ま
ま
雪

　

詰
ま
り
を
取
り
除
く
な
ど
の

　

作
業
は
絶
対
に
し
な
い
で
く

　

だ
さ
い
。

　

１
月
７
日
土
曜
日
、
３
年
ぶ

り
の
開
催
と
な
る
赤
井
川
消

防
団
出
初
式
が
生
活
改
善
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
、
消
防
団
が
防

災
の
誓
い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
消
防
団
員
表
彰
受
賞

者
に
賞
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

■
北
海
道
知
事
表
彰

◇
勤
続
表
彰
（
勤
労
章
）　
　

　

班
長　

山
口　

拓
也

◇
勤
続
章（
10
年
）

　

団
員　

長
谷
川
敬
一

　

団
員　

佐
藤　

新
一

　

団
員　

大
西　

勇
輝

■
北
後
志
消
防
組
合
管
理
者
表
彰

◇
勤
続
表
彰（
40
年
）

　

団
長　

野
田　
　

満

◇
勤
続
表
彰（
20
年
）

　

団
員　

永
沼　

隆
治

◇
勤
続
表
彰（
10
年
）

　

団
員　

大
西　

勇
輝

　

団
員　

岩
本　
　

繁

■
北
海
道
消
防
協
会
会
長
表
彰

◇
功
績
章

　

副
分
団
長　

神
尾　

武
志

◇
特
別
功
績
章

　

団
長　

野
田　
　

満

◇
永
年
勤
続
表
彰（
20
年
）

　

団
員　

永
沼　

隆
治

◇
永
年
勤
続
表
彰（
10
年
）

　

団
員　

大
西　

勇
輝

　

団
員　

岩
本　
　

繁

■
北
海
道
消
防
協
会
後
志
地
方

　

支
部
長
表
彰

◇
退
職
者
表
彰　
　
　
　
　
　

　

元
団
長　

吉
川　

幸
男

※
敬
称
略

　

詐
欺
電
話
シ
ャ
ッ
ト
ア
ウ
ト

セ
ミ
ナ
ー
（
２
月
）
開
催
の
お

知
ら
せ
で
す
。

■
日
時

　

２
月
15
日
（
水
）

　

午
後
３
時
か
ら
約
１
時
間

■
場
所

　

余
市
警
察
署
３
階
大
会
議
室

■
参
加
方
法

　

参
加
費
無
料

※
人
数
制
限
が
あ
り
ま
す
の
で
、

　

事
前
に
電
話
等
で
予
約
を
お

　

願
い
し
ま
す
。

令
和
５
年
赤
井
川

消
防
団
出
初
式

詐
欺
電
話
シ
ャ
ッ
ト

ア
ウ
ト
セ
ミ
ナ
ー
開
催

余
市
警
察
署
だ
よ
り

余市警察署赤井川駐在所　　℡ 34-6110
北後志消防組合赤井川支署　℡ 34-6033

悪
天
候
時
の
運
転

落
氷
雪
、
除
雪
等

作
業
中
の
事
故
防
止
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INFORMATION

INFORMATIONお知らせ
伝言板

　

確
定
申
告
・
住
民
税
申
告
の

受
付
を
下
記
の
日
程
で
行
い
ま

す
。
こ
の
申
告
は
、
国
民
健
康

保
険
税
、
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料
、
介
護
保
険
料
な
ど
の
計

算
の
基
礎
資
料
と
な
り
ま
す
の

で
、
忘
れ
ず
に
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

　

申
告
が
な
い
場
合
に
は
、
軽

減
な
ど
の
措
置
を
受
け
ら
れ
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
確
定
申
告
が
必
要
な
方

①
給
与
収
入
が
あ
る
方

〇
年
末
調
整
が
済
ん
で
い
な
い

　

方
（
ア
ル
バ
イ
ト
、
パ
ー
ト
、

　

年
の
途
中
の
退
職
者
な
ど
）

〇
年
末
調
整
は
済
ん
で
い
る
が
、

　

扶
養
控
除
や
社
会
保
険
料
控

　

除
を
変
更
す
る
方
、
医
療
費

　

控
除
を
受
け
る
方

〇
給
与
所
得
者
で
給
与
所
得
以

　

外
に
20
万
円
を
超
え
る
所
得

　

が
あ
る
方

〇
年
間
給
与
収
入
が
２
千
万
円

　

を
超
え
る
方

〇
２
か
所
以
上
の
会
社
か
ら
給

　

与
を
受
け
た
方
（
対
象
外
の

　

場
合
も
あ
り
ま
す
）

②
寄
付
を
し
た
方

〇
定
め
ら
れ
た
団
体
に
２
千
円

　

を
超
え
る
寄
付
を
し
て
、
寄

　

付
金
控
除
を
受
け
る
方

〇
ふ
る
さ
と
納
税
を
し
、
ワ
ン

　

ス
ト
ッ
プ
特
例
制
度
を
利
用

　

し
て
い
な
い
方

③
公
的
年
金
収
入
の
あ
る
方

〇
公
的
年
金
収
入
の
合
計
が
４

　

０
０
万
円
を
超
え
る
方

〇
公
的
年
金
収
入
が
４
０
０
万

　

円
以
下
だ
が
、
そ
れ
以
外
に

　

20
万
円
超
の
所
得
が
あ
る
方

④
所
得
税
の
還
付
を
受
け
る
方

■
住
民
税
申
告
が
必
要
な
方

①
赤
井
川
村
役
場
の
受
付
に
て

　

確
定
申
告
を
行
っ
た
方
（
確

　

定
申
告
の
情
報
を
用
い
て
行

　

い
ま
す
。）

②
確
定
申
告
を
行
う
必
要
は
な

　

い
所
得
だ
が
、
各
種
控
除
が

　

あ
る
方
（
所
得
税
が
な
い
方

　

で
も
、
住
民
税
は
あ
る
場
合

　

が
あ
る
た
め
）

■
申
告
に
必
要
な
も
の

【
共
通
】

①
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

※
カ
ー
ド
を
取
得
し
て
い
な
い

　

方
は
、
通
知
カ
ー
ド
＋
運
転

　

免
許
証
、
公
的
医
療
保
険
の

　

被
保
険
者
証
な
ど

②
申
告
者
名
義
の
預
貯
金
の
口

　

座
番
号

※
還
付
申
告
者
の
み

③
控
除
に
関
す
る
書
類

〇
前
年
中
に
支
払
っ
た
生
命
保

　

険
料
、
地
震
保
険
料
等
の
各

　

種
控
除
明
細
書

〇
前
年
中
に
支
払
っ
た
国
保
税

　

や
そ
の
他
の
健
康
保
険
料
、

　

国
民
年
金
保
険
料
、
介
護
保

　

険
料
な
ど
の
領
収
書
、
口
座

　

振
替
通
知
書
、
領
収
書

〇
障
害
者
手
帳
、
障
害
者
控
除

　

対
象
者
認
定
書
な
ど

④
前
年
中
（
令
和
４
年
1
月
～

　

令
和
４
年
12
月
）
の
収
入
金

　

額
を
証
明
で
き
る
書
類

〇
源
泉
徴
収
票

〇
一
時
所
得
、
譲
渡
所
得
や
不

　

動
産
所
得
が
あ
る
場
合
は
そ

　

の
内
容
が
わ
か
る
書
類

〇
事
業
所
得
を
申
告
さ
れ
る
方

　

は
、
諸
帳
簿
、
各
種
伝
票
等

　

収
入
と
経
費
が
分
か
る
書
類

⑤
利
用
者
識
別
番
号

〇
税
務
署
か
ら
の
通
知
ハ
ガ
キ

　

ま
た
は
発
行
時
の
通
知
書

※
未
発
行
の
場
合
は
赤
井
川
村

　

役
場
に
て
発
行
で
き
ま
す
。

【
医
療
費
控
除
を
受
け
る
方
】

　
【
共
通
】
の
①
～
④
の
ほ
か

に
次
の
書
類
を
用
意
し
て
く
だ

さ
い
。

〇
各
保
険
機
関
が
発
行
す
る
医

　

療
費
通
知
書
及
び
領
収
書

〇
医
療
費
控
除
の
明
細
書
（
任

　

意
の
様
式
で
も
可
）

※
個
人
ご
と
、
か
つ
医
療
機
関

　

ご
と
に
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

〇
医
療
機
関
へ
の
交
通
費

　

公
共
交
通
機
関
分
（
バ
ス
、

　

Ｊ
Ｒ
、
地
下
鉄
な
ど
）
に
つ

　

い
て
は
、
医
療
費
の
明
細
書

　

に
合
計
金
額
を
記
入
し
て
く

　

だ
さ
い（
領
収
書
不
要
で
す
）。

　

タ
ク
シ
ー
は
や
む
を
得
な
い

　

場
合
の
み
該
当
し
ま
す
が
、

　

領
収
書
が
必
要
で
す
。
ま
た

　

自
家
用
車
に
つ
い
て
は
、
交

　

通
費
と
し
て
計
上
す
る
こ
と

　

は
で
き
ま
せ
ん
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

住
民
課
税
務
係

　

℡
４
８

－

６
２
７
８（
直
通
）

■日程及び会場
日　　程 時　　間 地　　区 会　　場

令和５年３月３日（金） 午前９時～午後１時 都・曲川 都住民センター
令和５年３月６日（月） 午前９時～午後１時 落合・常盤 山村活性化支援センター
令和５年３月７日（火） 午前９時～午後４時 共栄・富田・母沢 赤井川村役場第３会議室
令和５年３月８日（水） 午前９時～午後４時 日ノ出・中央 赤井川村役場第３会議室
令和５年３月９日（木） 午前９時～午後４時 池田・旭丘 赤井川村役場第３会議室
令和５年３月10日（金） 午前９時～午後４時 一町内 赤井川村役場第３会議室
令和５年３月13日（月） 午前９時～午後４時 二町内 赤井川村役場第３会議室
令和５年３月14日（火） 午前９時～午後４時 全村 赤井川村役場第３会議室
※土曜日、日曜日は受付できません。また、混雑状況によりお待ちいただく場合もございますので、時間に余裕をもってお越しください。

確
定
申
告
・
住
民
税

申
告
の
受
付
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お知らせ伝言板

◆
開
催
月
日
／
12
月
28
日

◆
会
議
案
件

◇
農
用
地
利
用
集
積
計
画
の
決

　

定
に
つ
い
て

◇
新
規
就
農
者
認
定
登
録
の
承

　

認
に
係
る
諮
問
に
つ
い
て

◇
新
規
就
農
予
定
者
認
定
登
録

　

の
承
認
に
係
る
諮
問
に
つ
い

　

て
◇
利
用
権
の
設
定
（
賃
借
権
・

　

使
用
貸
借
権
）
の
見
直
し
更

　

新
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

基
盤
強
化
促
進
法
に
よ
っ
て

設
定
し
た
利
用
権
及
び
農
地
法

第
３
条
に
よ
る
使
用
貸
借
権
は
、

契
約
期
間
が
終
わ
る
と
自
然
解

約
と
な
る
た
め
、
新
た
に
契
約

を
結
ぶ
必
要
が
あ
り
ま
す
。（
農

地
法
第
３
条
に
よ
る
賃
借
権
の

契
約
は
お
互
い
が
合
意
解
約
し

な
い
限
り
期
間
が
終
わ
っ
て
も
、

自
動
で
契
約
更
新
さ
れ
ま
す
。）

　

現
在
、
農
地
を
借
り
て
い
る

農
家
の
皆
様
は
自
分
の
契
約
期

間
が
い
つ
ま
で
で
あ
る
か
を
確

認
し
、
契
約
が
切
れ
て
い
た
場

合
は
冬
の
間
に
契
約
更
新
を
行

い
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
１
月
か
ら
３
ヵ
月
以

内
に
契
約
が
切
れ
そ
う
な
方
に

つ
い
て
も
書
類
の
準
備
期
間
が

必
要
で
す
の
で
、
お
早
め
に
農

業
委
員
会
事
務
局
へ
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

◇
農
地
情
報
の
提
供
の
お
願
い

　

皆
様
か
ら
提
供
い
た
だ
い
た

情
報
に
よ
っ
て
、
農
地
利
用
希

望
者
（
新
た
に
農
業
を
始
め
た

い
と
思
っ
て
い
る
方
、
農
業
経

営
の
規
模
拡
大
を
考
え
て
い
る

方
、
定
年
を
迎
え
田
舎
暮
ら
し

を
希
望
す
る
方
等
）
へ
情
報
提

供
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
農
地

の
流
動
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

村
内
に
空
き
農
地
を
お
持
ち

の
方
は
、
赤
井
川
村
農
業
委
員

会
事
務
局
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

　

ま
た
、
農
地
の
賃
借
、
売
買

及
び
転
用
は
、
農
業
委
員
会
の

許
可
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
賃

借
等
を
さ
れ
る
方
は
、
農
業
委

員
会
事
務
局
ま
で
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

◇
受
付
件
数�

売
買
希
望　

９
件

�

買
受
希
望　

３
件

�

（
令
和
５
年
１
月
16
日
現
在
）

◇
適
正
な
農
地
利
活
用
に
つ
い
て

　

農
地
は
、
食
料
を
生
産
す
る

た
め
に
重
要
な
土
地
の
一
つ
で

す
。
農
地
で
の
危
険
な
行
為
や

農
作
物
の
盗
難
等
は
絶
対
に
や

め
ま
し
ょ
う
。

農
業
委
員
会
だ
よ
り

農
業
委
員
会
総
会 

第
32
回

お

知

ら

せ

　

12
月
１
日
よ
り
、
地
域
の
民

生
委
員
・
児
童
委
員
が
任
期
を

新
た
に
決
ま
り
ま
し
た
。

　
「
民
生
委
員
」
は
、
国
か
ら
依

頼
さ
れ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。

村
に
暮
ら
す
皆
さ
ん
に
寄
り
そ

っ
て
相
談
を
お
受
け
し
、
助
け

て
く
れ
る
人
や
場
所
を
紹
介
す

る
「
つ
な
ぎ
役
」
と
な
り
ま
す
。

　

そ
の
中
で
も
「
主
任
児
童
委

員
」
は
、
子
ど
も
か
ら
の
相
談
、

子
育
て
相
談
を
お
受
け
す
る
こ

と
を
専
門
と
し
て
い
ま
す
。

　

委
員
及
び
担
当
地
区
は
左
記

の
と
お
り
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
任
期
３
年
間
、

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

村
で
は
、
物
価
高
騰
に
対
す

る
経
済
的
支
援
を
目
的
と
し
て
、

一
人
当
た
り
１
万
円
の
給
付
金

を
支
給
し
て
い
ま
す
。

■
要
件
１

　

基
準
日
（
令
和
４
年
12
月
１

　

日
現
在
）
に
お
い
て
、
村
の

　

住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ

　

て
い
る
方

■
要
件
２

　

令
和
３
年
中
の
所
得
が
９
６

　

０
万
円
を
超
え
る
方
が
い
な

　

い
世
帯

　

申
請
が
必
要
な
方
に
は
、
既

に
世
帯
主
様
宛
に
案
内
を
郵
送

し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
同
封
の

案
内
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
申
請
期
間
は
２
月
28

日
（
火
）
ま
で
と
な
っ
て
い
ま

す
の
で
、
お
早
め
に
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

住
民
課
住
民
係

　

℡
４
８

－

６
２
７
８（
直
通
）

　

℡
３
４

－

６
２
１
１（
代
表
）

物
価
高
騰
対
策
支
援

給
付
金
の
申
請
を
受
付
中

新
し
い
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
お
知
ら
せ

佐
藤　

環
（
再
任
）

須
藤　

絵
利
香
（
新
任
）

主
任
児
童
委
員

根
井　

由
起
（
新
任
）

工
藤　

美
子
（
再
任
）

中
井　

郁
子
（
再
任
）

福
田　

明
美
（
再
任
）

阿
部　

政
範
（
再
任
）

長
井　

伸
行
（
新
任
）

民
生
委
員
・
児
童
委
員

全

村

全

村

担

当

地

区

落

合

・

常

盤

曲
川
・
１
都
・
２
都

共
栄
・
富
田
・
１
池
田

２
池
田
・
旭
丘

２

町

内

１

町

内

日
ノ
出
・
中
央
・
母
沢

担

当

地

区
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INFORMATION

国民年金保険料の納付は口座振替をご利用ください！
　国民年金保険料は納付書で納付する方法の他に、安心・便利な「口座振替」があります。
　内容については以下のとおりになっていますので、「忙しくて納付する時間がない」「うっかり納付を忘れてしまっ
た」など、未納にならないためにも是非「口座振替」をご利用ください。

①口座振替とは
●当月保険料を翌月末に口座から自動的に振り替えて納付します。
●手続きは金融機関の窓口または年金事務所にお申込みいただくだけです。
　（「年金手帳や納付書」「預貯金口座の通帳」「金融機関届出印」をお持ちください）※２・３

②さらに、「前納」「早割」による割引があります

●一定期間をまとめて振替納付していただくことにより、割引がされる制度です。
●期間は２年分（４月～翌々年３月分）、１年分（４月～翌年３月分）、６ヶ月分（４月～９月、10月～翌年３月分）
が選べます。

●当月保険料を当月末に振替納入することにより毎月「50円」割引となります。
●前納と違い、まとまった保険料を納付する必要がありません。

※１　保険料額は令和４年度の金額です。（２年前納のみ令和５年度予定保険料額を使用しています。）
※２　お申込み日によって、口座振替の開始月が異なりますので、詳細については最寄りの年金事務所へお問い
　　合わせください。
※３　お申込期間中に国民年金の資格を喪失し、再度、資格を取得された場合等には継続されませんので、再
　　度お申し込みください。
※４　残高不足で引き落としができなかった場合は、割引が受けられませんのでご注意ください。
※５　初めて２年前納または、１年前納、６ヶ月前納を申込された場合、前納振替日（毎月４月末振替分）に前
　　月分（３月分）と合わせて振替させていただくため、口座残高にご注意ください。

　■詳しくは小樽年金事務所お客様相談室（電話0134-65-5003）までお問い合わせください。

１ヶ月分ずづ支払うと… 前納をご利用になると…
※４

割　 　引　　 額
これだけお得です

２年前納の場合
※５

397,320円
（16,590×12ヶ月+16,520×12ヶ月） 382,780円 14,540円

１年前納の場合
※５

199,080円
（16,590×12ヶ月） 195,550円 3,530円

６ヶ月前納の場合
※５

99,540円
（16,590×6ヶ月） 98,730円 　810円

年金だより

前納について

早割について

１ヶ月分ずづ支払うと… 前納をご利用になると…
※４

割　 　引　　 額
これだけお得です

当月振替の場合
※１ 16,590円 16,540円 50円

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

防
止
対
策
の
た
め
受
講
制
限
を

行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
受
講
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に
予

約
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
優
良
運
転
者
講
習
（
30
分
）

　
２
月
８
日
（
水
）
午
後
３
時
30
分

　
２
月
21
日
（
火
）
午
後
３
時
30
分

■
一
般
運
転
者
講
習（
１
時
間
）

　

２
月
15
日
（
水
）
午
後
１
時

■
違
反
運
転
者
当
講
習（
２
時
間
）

　

２
月
８
日
（
水
）
午
後
１
時

　

２
月
21
日
（
火
）
午
後
１
時

■
初
回
講
習
（
２
時
間
）

　

２
月
８
日
（
水
）
午
後
１
時

　

２
月
21
日
（
火
）
午
後
１
時

※
会
場
は
全
て
余
市
町
中
央
公

　

民
館
で
す
。

※
該
当
す
る
講
習
を
ご
確
認
の

　

上
、
警
察
署
等
で
更
新
手
続

　

き
後
、
受
講
願
い
ま
す
。

※
「
優
良
運
転
者
」
は
過
去
５

　

年
間
違
反
な
し
、「
一
般
運

　

転
者
」
は
過
去
５
年
間
で
軽

　

微
な
違
反
が
１
回
の
み
、「
初

　

回
講
習
」
は
運
転
免
許
を
取

　

得
し
て
５
年
未
満
、
そ
れ
以

　

外
は
「
違
反
運
転
者
等
」
講

　

習
を
受
講
す
る
こ
と
と
な
り

　

ま
す
。

運
転
免
許
更
新
時
講
習
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お知らせ伝言板

　

令
和
４
年
分
の
所
得
税
及
び

復
興
特
別
所
得
税
並
び
に
贈
与

税
の
確
定
申
告
書
の
提
出
期
限

は
３
月
15
日
（
水
）、
消
費
税

及
び
地
方
消
費
税
（
個
人
事
業

者
）
の
確
定
申
告
書
の
提
出
期

限
は
３
月
31
日
（
金
）
で
す
。

　

期
限
間
際
に
な
り
ま
す
と
、

確
定
申
告
会
場
は
大
変
混
雑

し
ま
す
の
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
防
止
の
観
点
か
ら
、

多
く
の
方
が
訪
れ
る
確
定
申
告

会
場
で
は
な
く
、
是
非
、
ご
自

宅
で
の
申
告
書
の
作
成
・
提
出

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン

な
ど
か
ら
、
所
得
税
・
消
費

税
・
贈
与
税
の
申
告
書
を
作
成

し
、
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
（
電
子
申
告
）

等
で
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

※
詳
し
く
は
、
こ
ち
ら
の
Ｑ
Ｒ

　

コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
し
て

　

く
だ
さ
い
。

※
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
は
（
株
）
デ
ン

　

ソ
ー
ウ
ェ
ー
ブ
の
登
録
商
標

　

で
す
。

　

国
税
の
納
付
に
は
様
々
な
方

法
が
あ
り
ま
す
が
、
中
で
も
、

次
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
納
付
は
、

簡
単
・
便
利
に
納
付
が
で
き
ま

す
の
で
、
是
非
、
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

　

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
納
付
を
利

用
す
れ
ば
、
確
定
申
告
期
等
の

窓
口
が
混
雑
す
る
時
期
に
、
金

融
機
関
や
税
務
署
に
出
向
く
こ

と
な
く
、
自
宅
や
事
務
所
で
納

付
が
で
き
ま
す
。

■
振
替
納
税

　

事
前
に
税
務
署
又
は
金
融
機

　

関
に
届
け
出
る
こ
と
で
、
振

　

替
日
に
預
貯
金
口
座
か
ら
自

　

動
的
に
納
付
が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
一
度
届
出
を
行
え
ば

　

継
続
し
て
ご
利
用
が
可
能
で

　

す
。

■
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付

　

パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ
ホ
等
か
ら
、

　
「
国
税
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

　

お
支
払
サ
イ
ト
」
に
ア
ク
セ

　

ス
し
、
必
要
事
項
を
入
力
す

　

る
だ
け
で
納
付
が
で
き
、
事

　

前
の
届
出
は
必
要
あ
り
ま
せ

　

ん
。
な
お
、
納
付
税
額
に
応

　

じ
た
決
済
手
数
料
が
か
か
り

　

ま
す
。

■
そ
の
他
の
納
付
手
段

　

ス
マ
ホ
ア
プ
リ
納
付
・
Ｑ
Ｒ

　

コ
ー
ド
を
利
用
し
た
コ
ン
ビ

　

ニ
納
付
・
ダ
イ
レ
ク
ト
納
付

　

・
電
子
納
税
等
、
ご
自
身
に

　

合
っ
た
納
付
手
段
を
選
択
で

　

き
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
こ
ち
ら
の
Ｑ
Ｒ

　

コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
し
て

　

く
だ
さ
い
。

※
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
は
（
株
）
デ
ン

　

ソ
ー
ウ
ェ
ー
ブ
の
登
録
商
標

　

で
す
。

　

気
象
情
報
を
活
用
し
た
行
動

計
画
を
。

　

北
海
道
で
の
２
月
上
旬
は
、

１
年
を
通
じ
て
気
温
が
最
も
低

く
な
り
冬
の
厳
し
さ
が
続
き
ま

す
。
ま
た
、
中
旬
に
か
け
て
も

冬
型
の
気
圧
配
置
や
低
気
圧
の

影
響
で
暴
風
雪
や
大
雪
な
ど
で

社
会
生
活
に
大
き
な
影
響
を
う

け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
下
旬
な
る
と
、
春

に
向
け
て
の
気
温
が
高
く
な
り
、

雨
が
降
る
日
も
出
て
き
ま
す
。

　

こ
の
た
め
２
月
は
、
１
か
月

を
と
お
し
て
だ
け
で
な
く
日
々

の
中
で
も
、
寒
暖
の
差
を
感
じ

て
い
く
時
期
で
、
自
然
現
象
と

し
て
も
雪
や
雨
、
場
合
に
よ
っ

て
は
暴
風
雪
な
ど
、
様
々
な
自

然
現
象
が
発
生
す
る
時
期
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
積
雪
が
多
い
状
態
で

雨
が
降
っ
た
り
気
温
が
高
く
な

る
と
、
融
雪
（
雪
解
け
）
が
進
み
、

生
活
に
影
響
が
出
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
河
川
の
増
水
や
低
い

土
地
の
浸
水
、
土
砂
災
害
が
予

想
さ
れ
る
の
は
３
月
以
降
が
中

心
で
す
が
、
２
月
で
も
、
融
け

か
け
た
雪
が
排
水
溝
を
塞
い
で

生
活
に
支
障
が
出
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

冬
か
ら
春
に
向
け
て
、
生
活

や
活
動
が
活
発
に
な
る
時
期
で

す
が
、
低
気
圧
に
よ
り
雨
か
ら

雪
へ
と
天
気
が
急
変
す
る
時
期

で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
日
々
の

天
気
予
報
だ
け
で
は
な
く
、
週

間
天
気
予
報
等
を
参
考
に
し
て

計
画
的
な
行
動
計
画
を
立
て
る

こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

札
幌
管
区
気
象
台
防
災
調
査
課

　

℡
０
１
１

－

６
１
１

－

６
１
４
９

確
定
申
告
書
は
、
自
分
で

作
成
し
て
、
お
早
め
に
！

国
税
の
納
付
は
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
納
付
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
で
最
新
の
道
路
情
報
を
確
認

し
て
安
心
・
安
全
ド
ラ
イ
ブ

を
！

　

国
立
研
究
開
発
法
人
土
木
研

究
所
寒
地
土
木
研
究
所
で
は
、

例
年
冬
期
間
限
定
で
、「
吹
雪

の
視
界
情
報
」（
北
海
道
版
）

を
提
供
し
て
い
ま
す
。
今
冬
は

令
和
４
年
11
月
22
日
よ
り
情
報

を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

北
海
道
内
の
エ
リ
ア
ご
と
の

現
況
と
24
時
間
後
ま
で
の
予
測

状
況
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

よ
り
詳
細
な
道
路
情
報
と
し

て
、
サ
ポ
ー
タ
ー
（
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
）
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
道
路

の
状
況
を「
吹
雪
の
投
稿
情
報
」

と
し
て
発
信
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
ア
ク
セ
ス
方
法

〇
Ｐ
Ｃ
版

　

http://northern-road.jp/

　

navi/touge/fubuki.htm

〇
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
版

　

http://northern-road.jp/

　

navi/touge/sp/fubuki.htm

〇
ツ
イ
ッ
タ
ー

　
吹
雪
の
視
界
情
報

冬
か
ら
春
へ
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INFORMATION

　３回目の今回は、実際に住民の皆さんに参加していただいたイベント等の村の取り組みについて紹介します。
　以下に紹介するものは、北海道大学学生と地域の小学生や高校生、地域づくりの担い手層が交流を図り、脱炭
素社会の必要性に関して意識づけを目的とするほか、エネルギーをテーマにした体験型普及活動、持続可能な村
づくり、脱炭素社会の形成に向けた地域住民の共創の場を展開し、脱炭素な村づくりの機運を高め、持続可能な
村づくりに向けて、行政だけでなく地域住民の皆さんと共に考え行動することを目的として開催しました。

【脱炭素社会を考える共創の場を開催　12月10日（土）　札幌市】
　地域における脱炭素を考える場として、北海道大学を会場に、商工事
業者や農業者と北海道大学大学院・石井教授、大学院生とのワークショ
ップが開催されました。
　日頃の生活においては、ウォームビズや節水、公共交通機関の利用な
ど、生活に無理のない範囲での心がけを大切にすること、また、自然豊
かな赤井川村の豊富な雪や水、森林などの資源をエネルギーとして活用
ができないかなどの意見交換がありました。
　また、ワークショップにおいては、経済産業省北海道経済産業局から
国内のエネルギー事情に関して、環境省北海道地方環境事務所からは、
地球温暖化と脱炭素に関して講話をいただき、エネルギーと脱炭素問題
に関して学ぶ場にもなりました。
　石井教授からは、「脱炭素を進めていくうえで、地域の風土・歴史や、まちがどのように発展していくかにヒント
が隠されている。地域の活性化と脱炭素を一緒に、また、小さな取り組みから進めていけるとよいので、このよう
なワークショップを続けていくことが大切です。」とお話がありました。
　村においては、国や北海道の補助制度を活用して、地域のエネルギー構造の転換と脱炭素の推進を取り進めて
いくこととしています。

【冬休み自由研究大作戦　１月13日（金）　生活改善センター】
　小学校４～６年生を対象に、「冬休み自由研究大作戦」と銘を打ち、
北海道大学の学生とエネルギーについて学びながら工作としてミニソー
ラーカーを作成しました。細かい作業に、苦戦している様子もありました
が、皆さんとっても上手にミニソーラーカーを作成していました。
　今回は「太陽光」という身近な自然エネルギーについて学び、終了後
には、参加した児童には、再生可能エネルギーについて理解を深めるた
めのワークシートが配布されました。
　今回は冬休み期間に合わせての開催となりましたが、また別機会があ
れば皆さんにお知らせしますので、その際はたくさんの皆さんにご参加
いただけると幸いです。

【ふるさと赤井川村を見つめよう 北海道大学と高校生の語る場　１月14日（土）　札幌市】
　ふるさと「赤井川村」を高校生の視点で産業や環境（風景、くらし、文
化）を見つめ直すことを目的にワークショップが開催されました。
　この語る場では、脱炭素やエネルギーについてを考えてもらうのはもち
ろんですが、そのベースとなる「持続可能な村づくり」についてこれからの
将来を担う世代である高校生に考えてもらいました。
　北海道大学大学院・石井教授と大学院の学生とともに地域経済分析シ
ステム（ＲＥＳＡＳ）のデータなどをもとに、数字から「現在の赤井川村」を
読み解き、参加者からは、村の基幹産業である農業や観光をはじめ、文化
の観点からは村の伝統芸能である「カルデラ太鼓」の継承・保存について、
村の風景や景観などについて「将来の赤井川村」の姿を思い描いて様々な
意見が出されました。

　今後も、赤井川村は「共創の場」を展開する予定ですので、1人でも多くの住民の皆さんにご参加いただき、意
識を共有し脱炭素社会の形成に向けて機運を高められたら幸いです。

「ゼロカーボン」ってなあに？
　　第３回　村ではどんな取り組みをしているの？②
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お知らせ伝言板

　

村
で
は
本
村
に
お
住
ま
い
の

方
、
ま
た
来
村
さ
れ
る
方
が
安

心
し
て
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る

よ
う
放
射
線
量
率
情
報
を
公
開

し
て
い
ま
す
。

　

お
知
ら
せ
す
る
数
値
は
北
海
道

に
よ
り
整
備
さ
れ
た
環
境
放
射
線

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
及
び
テ
レ

メ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
取
集

さ
れ
た
も
の
で
、
測
定
方
法
等
は

左
記
の
と
お
り
で
す
。

■
測
定
方
法

◇�

測
定
機
器
／
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ

ス
ト
（
北
海
道
設
置
）

◇�

測
定
場
所
／
北
後
志
消
防
組

合
赤
井
川
支
署

◇�

測
定
時
間
／
10
分
間
隔
で
常

時
測
定

◇
公
表

広
報
／
毎
週
火
・
金
曜
日
の

午
前
９
時
現
在
デ
ー
タ
（
前
月

14
日
ま
で
の
結
果
）
を
掲
載

※�

即
時
デ
ー
タ
を
村
で
抽
出
し

て
掲
載
す
る
こ
と
か
ら
、
北

海
道
が
公
式
に
発
表
す
る
デ

ー
タ
と
異
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

Ｈ
Ｐ
／
北
海
道
原
子
力
環
境

セ
ン
タ
ー
Ｈ
Ｐ
で
即
時
デ
ー

タ
が
確
認
で
き
ま
す
。

（http://w
w

w
.genshi.pref.

hokkaido.jp/

）

※�

Ｈ
Ｐ
で
公
表
さ
れ
て
い
る
内

容
は
役
場
庁
舎
ロ
ビ
ー
に
設

置
さ
れ
た
モ
ニ
タ
ー
で
も
ご

覧
頂
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◇�

測
定
単
位
／
μ
Ｇ
ｙ
（
マ
イ

ク
ロ
グ
レ
イ
）

　

平
年
と
同
様
に
曇
り
や
雪
の

日
が
多
い
で
し
ょ
う
。

赤
井
川
村
の
空
間
放
射
線
量
の
状
況

◇
気
温

－

高
30
％
・
平
40
％
・

　

低
30
％

◇
降
水
量

－

高
40
％
・
平
30
％
・

　

低
30
％

■モニタリングポストによる測定データ

年月日 空間放射線量率
（単位：μGy） 天候

2022.12.16 0.060 雪
12.20 0.043 くもり
12.23 0.049 くもり
12.27 0.048 雪
12.30 0.042 くもり

2023.1.2 0.039 雪
1.6 0.039 くもり

1.10 0.047 雪
1.13 0.039 晴れ

※空間放射線量は平常レベルで推移しています。

２
月
の
気
象
情
報

　

業
の
分
割
取
得
（
令
和
４
年

　

10
月
１
日
施
行
）

〇
育
児
休
業
取
得
状
況
の
公
表

　

の
義
務
化
（
従
業
員
１
，
０

　

０
０
人
超
企
業
対
象
）（
令

　

和
５
年
４
月
１
日
施
行
）

　

詳
し
く
は
、
厚
生
労
働
省
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ご
不
明
な
点
は
左
記
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

北
海
道
労
働
局
雇
用
環
境
・

　

均
等
部
指
導
課

　

℡
０
１
１

－

７
０
９

－

２
７
１
５

改
正
育
児
・
介
護
休
業
法
の

お

知

ら

せ

■
申
請
方
法

　

電
子
申
請
ま
た
は
郵
送
申
請

　

支
給
要
件
や
支
援
金
の
詳
細

に
つ
い
て
は
、
北
海
道
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◇
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

https://kinkyushien-ener

　

gy-hokkaido.jp

■
お
問
い
合
わ
せ

　

北
海
道
事
業
継
続
緊
急
支
援

　

事
務
局

　

℡
０
１
１

－

３
５
０

－

６
７
１
１

　

男
女
と
も
仕
事
と
育
児
を
両

立
で
き
る
よ
う
、
育
児
・
介
護

休
業
法
が
改
正
さ
れ
、
令
和
４

年
４
月
か
ら
順
次
施
行
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

10
月
か
ら
は
産
後
パ
パ
育
休

（
出
生
児
育
児
休
業
）
や
育
児

休
業
の
分
割
取
得
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。

　

改
め
て
社
内
制
度
の
確
認
、

就
業
規
則
の
見
直
し
等
を
お
願

い
し
ま
す
。

■
改
正
の
ポ
イ
ン
ト

〇
育
児
休
業
を
取
得
し
や
す
い

　

雇
用
環
境
整
備
、
個
別
周
知

　

・
意
向
確
認
の
措
置
の
義
務

　

化
等
（
令
和
４
年
４
月
１
日

　

施
行
）

〇
産
後
パ
パ
育
休
（
出
生
児
育

　

児
休
業
）
の
創
設
、
育
児
休

道
内
事
業
者
等
事
業

継
続
緊
急
支
援
金

北
方
領
土
返
還
要
求
署
名
の
お
願
い

　

北
方
領
土
問
題
の
解
決
の
た

め
に
は
、
領
土
返
還
に
向
け
た

外
交
交
渉
の
展
開
を
強
く
要
望

す
る
道
民
世
論
の
結
集
が
何
よ

り
も
必
要
で
す
。

　

皆
様
か
ら
い
た
だ
い
た
署
名

は
、
国
会
法
第
79
条
の
規
定
に

よ
る
請
願
書
と
し
て
衆
議
院
及

び
参
議
院
に
提
出
し
ま
す
。

■
１
月
21
日
か
ら
２
月
20
日
は

　
「
北
方
領
土
の
日
」
特
別
啓

　

発
期
間
で
す
。

　

一
人
ひ
と
り
の
返
還
の
思
い

　

を
結
集
し
、
北
方
領
土
の
返

　

還
を
実
現
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

　

北
海
道
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
る
売

り
上
げ
の
減
少
に
加
え
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
価
格
高
騰
の
影
響
を
受

け
て
い
る
事
業
者
、
個
人
事
業

主
の
皆
さ
ま
に
新
た
な
支
援
金

を
給
付
し
ま
す
。

■
給
付
額

〇
中
小
・
小
規
模
事
業
者

　

10
万
円

〇
個
人
事
業
者

　

５
万
円

■
受
付
期
間

　
１
月
19
日（
木
）～
４
月
30
日（
日
）

２
月
７
日
は
北
方
領
土
の
日

◆◇赤井川村SOSネットワーク◇◆

　高齢者がいなくなったことに気づいたら
　すぐに余市警察署へご連絡ください

 「高齢者の行方不明が発生した」と伝えてください。

Tel　０１３５―２２―０１１０
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INFORMATION

人
口
と
世
帯

日本人 外国人 総人口 前月比

人　口 ９９２ １１４ １，１０６ ＋７１

男 ４９９ ７２ ５７１ ＋５２

女 ４９３ ４２ ５３５ ＋１９

世帯数 ５２１ １０６ ６３２ ＋７３

※令和４年12月31現在

住
民
の
ま
ど

�〈
12
月
15
日
～
１
月
14
日
届
出
〉

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

お　

名　

前　
　

年
齢　

区
会

松
澤　

ウ
メ
さ
ん　

96
歳　
日
ノ
出

　　

　

　

　

　

　

村
長
の
う
ご
き

�

〈
12
月
15
日
～
１
月
14
日
〉

（
12
月
）

15
日
◇
Ｊ
Ａ
新
お
た
る
組
合
長

　
　
　

来
庁
懇
談
／
字
赤
井
川

　
　

◇
ク
ラ
ブ
メ
ッ
ト
・
キ
ロ

　
　
　

ロ
ピ
ー
ク
オ
ー
プ
ニ
ン

　
　
　

グ
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
／
字

　
　
　

常
盤

16
日
◇
小
樽
開
発
建
設
部
地
域

　
　
　

対
策
室
長
来
庁
懇
談
／

　
　
　

字
赤
井
川

　
　

◇
赤
井
川
村
社
会
福
祉
協

　
　
　

議
会
会
長
来
庁
／
字
赤

　
　
　

井
川

17
日
◇
ふ
る
さ
と
納
税
フ
ァ
ン

　
　
　

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
／
札
幌

　
　
　

市
／
～
18
日

19
日
◇
中
央
牧
場
年
末
挨
拶
来

　
　
　

庁
／
字
赤
井
川

20
日
◇
入
札
／
字
赤
井
川

21
日
◇
北
海
道
新
幹
線
後
志
ト

　
　
　

ン
ネ
ル
貫
通
視
察
／
字

　
　
　

都

　
　

◇
北
海
道
経
済
産
業
局
幹

　
　
　

部
来
庁
懇
談
／
字
赤
井

　
　
　

川

22
日
◇
北
海
道
土
地
改
良
事
業

　
　
　

団
体
連
合
会
後
志
支
部

　
　
　

要
請
活
動
／
札
幌
市

26
日
◇
大
阪
公
立
大
学
講
師
来

　
　
　

庁
懇
談
／
字
赤
井
川

27
日
◇
令
和
４
年
度
北
後
志
衛

　
　
　

生
施
設
組
合
並
び
に
北

　
　
　

後
志
消
防
組
合
第
２
回

　
　
　

臨
時
議
会
／
余
市
町

　
　

◇
農
林
業
活
性
化
推
進
協

　
　
　

議
会
／
字
赤
井
川

28
日
◇
見
積
合
せ
／
字
赤
井
川

　
　

◇
余
市
青
年
会
議
所
年
末

　
　
　

挨
拶
来
庁
／
字
赤
井
川

　
　

◇
赤
井
川
村
農
業
委
員
会

　
　
　

忘
年
会
／
小
樽
市

（
１
月
）

２
日
◇
御
通
夜
参
列
／
余
市
町

６
日
◇
白
樺
会
理
事
長
新
年
挨

　
　
　

拶
来
庁
／
字
赤
井
川

　
　

◇
独
立
行
政
法
人
鉄
道
建

　
　
　

設
・
施
設
整
備
支
援
機

　
　
　

構
北
海
道
局
長
新
年
挨

　
　
　

拶
来
庁
／
字
赤
井
川

７
日
◇
出
初
式
／
字
赤
井
川

８
日
◇
成
人
式
／
字
赤
井
川

10
日
◇
北
後
志
町
村
会
懇
談
会

　
　
　

／
余
市
町

11
日
◇
森
林
林
業
振
興
協
会
支

　
　
　

部
長
来
庁
懇
談
／
字
赤

　
　
　

井
川

12
日
◇
市
町
村
長
特
別
セ
ミ
ナ

　
　
　

ー
／
千
葉
県
／
～
13
日

１
日
◇
も
み
じ
祭
実
行
委
員
会

　
　

◇
選
挙
管
理
委
員
会

５
日
◇
臨
時
議
会

６
日
◇
土
木
工
事
検
定

　
　

◇
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
研
修

７
日
◇
土
木
工
事
検
定

８
日
◇
土
木
工
事
検
定

13
日
◇
第
４
回
赤
井
川
村
議
会

　
　
　

定
例
会
／
～
14
日

15
日
◇
土
木
工
事
検
定

16
日
◇
土
木
工
事
検
定

19
日
◇
赤
井
川
村
立
学
校
年
間

　
　
　

行
事
策
定
調
整
会
議

20
日
◇
指
名
競
争
入
札

　
　

◇
校
長
・
教
頭
合
同
会
議

　
　

◇
教
頭
会
議

　
　

◇
赤
井
川
村
創
生
総
合
戦

　
　
　

略
令
和
３
年
度
実
績
検

　
　
　

証
委
員
会

22
日
◇
赤
井
川
村
畑
か
ん
用
水

　
　
　

施
設
維
持
管
理
組
合
理

　
　
　

事
会

26
日
◇
教
育
委
員
会
議

28
日
◇
見
積
合
せ

　
　

◇
第
32
回
農
業
委
員
会
総
会

　

自
衛
官
候
補
生
（
男
子
・
女

子
）・
予
備
自
衛
官
補
（
一
般
・

技
能
）
を
募
集
し
ま
す
。

　

自
衛
隊
札
幌
地
方
協
力
本
部

小
樽
事
務
所
で
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
対
策
を

万
全
に
し
て
説
明
会
を
随
時
行

っ
て
お
り
ま
す
。

※
自
衛
官
候
補
生
及
び
一
般
曹

　

候
補
生
の
採
用
年
齢
が
18
歳

　

以
上
33
歳
未
満
に
改
正
さ
れ

　

ま
し
た
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

自
衛
隊
札
幌
地
方
協
力
本
部

　

小
樽
地
域
事
務
所

　

小
樽
市
稲
穂
２

－

22

－

４

　

樽
石
ビ
ル
2
Ｆ

　

℡
０
１
３
４

－

２
２

－

５
５
２
１

■
日
時

　

２
月
15
日
（
水
）

　

午
後
1
時
か
ら
午
後
４
時

■
場
所

　

余
市
町
中
央
公
民
館
（
余
市

　

町
大
町
４
丁
目
１
４
３
番
地
）

　

℡
２
３

－

５
０
０
１

※
ご
利
用
さ
れ
る
方
は
、
事
前

　

に
必
ず
余
市
町
役
場
へ
ご
連

　

絡
願
い
ま
す
。

　
（
℡
２
１

－

２
１
１
１
）

■今月の表紙
　今月の表紙は、成人式からの１枚です。
　今年度も規模を縮小しての開催となりま
したが、久々に合う友人や当時の担任だっ
た先生方と思い出話に花を咲かせていまし
た。
　新成人の皆さん、成人おめでとうござい
ます！

む
ら
の
日
誌（
12
月
）

自
衛
官
募
集

無
料
法
律
相
談
所
の
開
設
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■早いものでもう２月です。皆さんいかがお過ごしでしょうか？
　今年の成人式は式のあとに、小学校の担任の先生が大切に保管し
ていた作品「20歳のときの自分」の返却がありました。作品のとお
りの道を選んだ人も、違う道を選んだ人もいました。
皆さんは、子どもの頃の夢を覚えていますか？当時思い描いていた
とおりになりましたか？（K）
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